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弊世儀明治三十三年創業以来五十年常に多大の御各顧と御指導を脇 b灘有御礼申上げます

今回東洋建築株式会社の技術陣? と導入致しまして下名のものが夫々の分担によ b祉務に当

るととに主主 b ました。 ・ついては倍旧の御指導御高助の程伏してお願申上げます。
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電 話 坊i )11 ( 35)  1 2 5 1， 2 2 1 8  - 9  

東 京 都 千 代 田 区 別1 問 販 河 台 三 ノ 九

電 話 紳 回 ( 23) 2  7  1  4  - 5  
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大 阪 市 堂 島 浜 通 二 丁 目

電話踊島 @2 ' π- 4

大 阪 市 大 正 区 南 思 加 島 町

電話泉尾@1891- 8

祉
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本

工

大 阪 市 北 区 梅 田 町 二 九

( 市電機橋安叉点西一丁字北側〉

電 話 幅 島 @ 4. 1  4  8  
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東京都心rc 入る高架線の王宮傘、より望見される、

力強い鉄骨のリペッテイングの騒音、コングリー

トの流れ、デレツキの動き、軒並に見られる大規

模の各事務所建. 築の工程に先ず注視させられるの

が常である。昨今、躍動期に入。? と大医rc期せずし

て二、三のスポーツ建築が着工された。とればと

の施設を市内に持? とえ工かてつ? と事による致後の特殊

事情や、失業救済事業の一端とは云え、世界的水

準を行〈企画、その驚具ナペ〈短縮された工期、

新しい施工法。仕上寸法の厳正反る要求、等に新し

い記録を残して完成を見? と事ぽ同慶に縫えない。

あらゆる麓技ぽスポーツマンシツプの高揚され

たフェアプレイを以て綴る刻々の動きと共にその

施設を正しく余す所泣く活用され、その醸し出ナ

環境に数万の観衆は文字通りグ歓呼の士甘塙 F とイじ

するのである。

一方不慮、のパ ニツグに於ける嵐，の如き観衆の安

全主主る誘導を第ーに、選手と管理の震の細心主主施

設、競技を正しく観覧し得る快遁注視角、各報導

機関への迅速主主連絡、中継設備、続投外各種集会

、式典への転用、夜間照明設備等新たな課題に正

しい解答を与えるのも吾々の責務である。

建築家の一挙手、一投足が時々紙上? と賑わナ恐

るべき群衆の不群事よ b 肪ぎ得る事になるので主主

かろうか。

ブエアプレイはとれら運動鏡抜のみで、泣く、数

万の観衆にも、又ひるがえって吾・々建築家の日常

にも、とれらの新しいスポーツ建築を通じて望み

度いのである。



大 F瓦 球 場

OS A K A  S T ADI UM 

所 余 地 大 阪 市 浪 速 区 語霊 前 ai j" ( 旧率貰局跡〉

f企 爾 南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社 技 術 局

設 計 { 設 計 株 式 会 枇 竹 中 工 務 信 設 計 部

l 7 ロゾ ト エレ ペ イジヨゾ 設 計 坂 倉 準 三

施 工 株 式 会 社 間 紐

者宇治 内 野。 鉄 筋 コ γ ク リート 建五階建く無表〉

( E ・x . p ブロックを設け金体ぞ三区画す〉

外野。 擁壁無筋 コンクリ ー ト、スタゾド盛土

スコアボ { ド。 下膏ti 鉄筋混凝土三階建

上 部鉄骨造問階建

高 さ 内里子ス f ，[ : / ド 84尺( シ ー ト47段〕

スコ 7 ボ ー ド 90尺

田園田--，_----

祖国Ｑｉｉｉｌ ｾｾｃｃ Ｇｬ

タト野，ス タゾ i、 3::.)¥. 土シ ー ト26jj主〉

敷地面積 20，000珂‘

主主物延坪 5，209;司、

主主珂、 延. /i f

内 野 ス タ ゾ ド 1700 δ，010 

ス コ ア ボ ー ド 53 152  

切 符 賓 場 ( 2 棟 ) 2;3 23 

外 野 使 所 ( 3 僚う ＺＲｾ＠ 24 

他に外野スダゾド 2，230珂ミ

観賞席牧容人員 内 野 15，000人

外 野 14，000人

言1・ 29，000人

3  



一階 司王面図

1 . 事 務 室

ｾＮ経理 室

3. 金 庫 室

4 選手家族室

O，カメ ラマゾ室

6. 選手ペゾチ

7. 役員審剣室

8 命 感

グラゾド 面積 3，310坪

仕上は大部分を芝張 b とする

本 掻. バッグスト ップ問 60吹

同 レ フ ト 問 275択

同 ラ イ ト問 ｾＷ￳ 沢

向 セ γ ター問 380吹

メイゾス Jt y ドタト袋 二 . 三階窓枠は鉄筋コンクリ

ート打放 し、其の他色モルタ ルスプレー仕上

一部はコ γ クリ ート打放し

関 内装 球場関係廊下は緩モ) t . . Jt J L 、壁天井は

モルタ ル、ス プレ ー仕上

其 の他 は 壁天井プラスタ ー仕上

4  

ｾ 主

9. 本 部 勝

10. 機 械 室

11 電 機 室

12. 選 手 グ 1) )t.. 

13. 大 食 堂

14. 場 内放送室

1 o . NHK放 送 室

16. ノミソ トリ戸

便所、浴室は床、腰 F イル又は人主主研出

同防火設備 エキスパゾショゾプロッ＿ｾ利用して

各階を三つに区分 し之に スチ { ルドア、サッ

シュを殺' f riii

消 火 設 備 各階主要イ岡ffr に消火栓を設備

給 水 設 備 上水は市水 、 雑用水はｾ弁から夫々貯

7 ) < . 梢に導主之から五階 Jt y  ? ) t . . ーム迄ポゾ 7'

Ｗｾ＠ 7' く各々 1o] p2合コ

衛 生 設 備 使ffr は総て*l 念式とし汚水は市下水に

直接放流ーとする

撒 水 設 備 グラ γ ド周聞及投手板後方に設佼

電 気 設 備 受電電圧 3，300V，低圧 220V及 10oV



中二階 平 面 図

2. 選手更衣室

o. マッサ ージ室

6. 選 手 浴 室

7. 股 衣 室

二階 卒 面 図

O. ホ ー ル

1. 事 務 室

2. 選手更衣室

3. ノミゾトリ ー

4. 資 l苫

6. 選 手 浴 室

7. 股 衣 室

8.倉 庫

第一電気室 1，o OOK.  V.  A  

主主圧器 6台

第二 電気室 ｾ圧器 Ｓ 合

電灯取付総数 約800個

投 光 恭 o OOW 13伺

同 1，0 0 0 W 10個

電 話 設 備 局 線20本を各所に設備

電 気 時 計 事務室ス コア ボー ド其の他要所に設備

工 程 昭和25年 1 月16日起工

同 9 月 1 日竣工

附幣設備工事施工者

衛 生 工 事 株 式 会 世 今 商 務 会

φ

1

H

 

1F  

M2p 

電 気 工 事

瓦 新 工 事

換 気 工 事

電気時計工事

弱 電 工 事

拡 声 援 置

スコアボ ー ド

標 示 装 置

2244 南 海 造 園 土 木 株 式 会 社

セメ ゾ ト 〈窯 業 セメゾト 、 字部奥産〉砂手1) 、秒 、

丸鋼、事行子は会前士支給

近 談 電 気 工 事 株 式 会 最士

大 阪 ガ ス 株 式 会 枇

高砂 熱 学 工 業 株 式 会 前土

日 本 電 気 時 計 製 作 所

朝 日 遁 信 機 株 式 会 社

日本電気株式会枇大阪支所

京 三 製 作 所
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正 面 展 開 図

東 側 側 面 図

ｾ＠
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西 側 側 面 図

三 階 ZJ ! -面図

1. 主 主 役 室長

2. 倉 同1

3 .  ノ、ミゾトリー

o. 来仕上部分



四階 卒面図

1. 遊 歩 廊

五階 l f - 面図

1. !J ゾク室並 7 ァ

ゾル 戸 ム

2. xfr 聞記者室

3. 機 械 室
- -• M ‘餅ρ .伽. .  “  4  

ＧＺＮＮＮＮＮｌ ← ｾ ｾ こ､Ｇ @

ー

1. 新 聞記者席
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断 面 図

断 面 図

両 端 階 段 部

I  I  

断 面 図

'1' 二 階 部

』占ｾ

乞､Ｎ ー ｾ
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フ J J.， 阪大

~
窃

・

:醤;

........ 
ＴｾＮ［Ｎｾ＠

d  ・品。

宅:

位 俊

大阪市北区扇 ｾ ｉ ｊ ・ 公関 内

設 計

ス タ ゾ ド

大阪市建築局営繕課

7' 戸 )1-

大阪市土木局緑地諜

期

自昭和25年 5 月 1 日

至 グ 7 月25 目

施 工

株 式 会 枇

直営工事

大 阪市土木 局 緑地 採

51<<沼気工事

近 畿 電 気 株 式 会 枇

ｾｾ沼気工事

日 本 活 気 株 式 会 枇

管 工 事 柄 同 商 会

ス

組

国 置 図

鉄筋コゾ P リー ト

タゾ r

木主主ス タゾド

五十米競泳プ 戸)1-

飛込プ戸ノし

広 場

二 十五米競泳 7' 戸ノL

徒 渉 池

ラ ヂ オ 塔

職員会官官

クラフツ、ゥス

池鴻

A  

R

C

D

E

F

G

H

I

J
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二階卒函図

八競泳 プ ー ｊ ｾ

R  飛 ; 6，プ ー ル

1. 特 別 府

2. 舞 台

3. 休 憩 ? f

4. 立 見 席

5. ス タ ゾ f

一階平面図

1 会 長 1お

2 役 t1 J({I 

3  ｾ＠ 手 ffrr; 

生 場 内 放 主主席

5 新 聞 記 者 席

6  4寺 月Ij 席

7  年年 4!l J  1蕗

Ｘ 玄 関 ｊ ｩｾ 附

() <JT. 
務 室

10 役 日
*-

11 特 別 更 衣 室

12 特別シー1"7 _ 察

13 予 fJi ii ｾ＠

14 一 般 用 玄 関

[u 切 符 賓 AJ

16 広 11¥j ( 選 手術)

17 シ ャ ワ ー 室

18 浴 室

1() 脚 衣 預 及E監理

室

20 階 段 室 及 物 置

21  男子用更衣笠

22 女 子 府 更 衣室

ｾＳ 若 ｅ 兵 成

24 ｾｴｇ＠ 気 室

25 ポ ゾ プ 室

A 競 泳 池

B 飛 込 1也

C 飛 込
-口L 、

穴 、J L t t ?ヨ」ι ι 「言7 2. ｜ ｾ＠ 旦 ｟ ｾｨＮＡＮ ｯＮＮＮＮｊＮ Ｕ ｾ

戸匂2後妻量

。~

盈
A  

三

'!，Mc ・F 3  

1 0 1 5 H  
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三階平面図

A 競 泳 池

飛 込 i也

飛 込 fT

1. 鉄筋コ γ タ リー

ト・スタゾド

I I  

Ｚ ｾｲ＠

B  

C  

2  木主主 スタゾド

3. 拡声f，g制3在室

照明主主附室

;‘ s  

a~~J I ~j  

;ト

l 止

o  ｾ＠ _!_o_  ｟ Ｑｾ ｰＮＱ＠
- - - ・ー・ー 』
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---//X 
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/  
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断 面 図
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競泳池平面図

1. 初 心者踏台

rl 120c m 

2. コ ースライゾ

3  コ ースライゾ

，Ｇ｜ＱＨＧ，色磁ｾタイ

ル必 b

4.  5 m折' j gシ同 A

銀 総

赤色磁7，f ，' タイ

ルＪｾ

5 .  1 0 m折返シ目

将兵総

持品色磁t m: . 9イ

ル 政 b

6. スタ ート 合

45  x 品5 x 40 

7. タラッフ.

砲 金 製

8. 溢流集7 ] c 金具

10 x 20 x ! } 5cm 

:r.ll!金製

9. 深度w- 示板

砲 金 製

1 mx 2 0 c m 

10. 集7)<; fi' 事

巾 40c m

深 10c m

笠子 、 ｾ蓋

a  溢7)<; 1; 長水管

b 循環給水管

c  給水管

証

s -s '印面図

μ ームJ

( - 仁' 断面図

i「
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千a  .  

k  

E 面白

園
山

A-A'凶面図

F 事 J

L J  

14 

1. ス タ ー ト台 40 x 40 x 30c m  

ｾ Ｎ コ ー ス ライゾ

紫 色 磁 器 タ イノレ政 15c m角

3 . 5 m打返目標級

赤 色 磁 器 タイノレ張 1u c m角

4.  rlr 心 l 'i!

紫色磁界 タイ ノ ｌＮ ｾ長 1uc m角

5. コ ースロ ープイ立佼

u.  t長 * 瀞 uOc m角

深 GOc m  ス ブ タ 砲 金 製

7. 支 保 殿 七 ケ所

8. 手 烈 再400mm砲 金 製

臼. タラップ o 300mm砲 金 製

10. 循 環 給 水 口スプタ25c m角

砲ｾ Ｚ 製 ￸ l uOm m  

J J. オ ーウ、 ァ 7 ロ ー拶1，7) <. コゾク リー

ト ・ヒュ ーム作 D = 200ml n 

ＱｾＮ 循環給水管 ｩ 山『圧傍鉄 骨

D = 200m m  

13. 給水高圧鋳鉄管 D = 150m m

Ｑ ＴＮ コ ー スロ ー プ取 付 金兵砲金 ｬｪｬ ｾ

l u. 給水口 D = 150m m  

lG 壁 体 コ ゾ ク リー ト

17 人造研出く111しオ ーゲ 7 7
ーロ

よ ｾ 1.  OOm下迄、之よ h下防水

モルタル 白色セメ γ ト〉

18. ｾ主 体 防水 モ ｊ レ タ ｽｌＯ

淳 3. 5 c m 白色セメゾ ト仕 上

19. 床 @j 7]<; モ J レタ w

l写3 c m 白色 セメゾ ト仕 上

20. ス プ タ砲金 製 l cm問 ピス止メ

21. 鋳 鉄 管 D =  10 0 mm 

22. コγ タ リートソ ケッ ト

tlV1lVf 江f[iJ

0 1 0  3 0 5 0C同

' ー ，

Ｑｩ ｜ ｾｌ 制〈 菅 月 三何 ｨｬｾ 日

日

U
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工 事 概 要

設 計 日 本 生 命 営 繕 繰

施 工 株 式 会 枇 大 林 組

工 期 自 昭 和25年 3 月17 日

至 昭 和25年三6 月30 日

--- ー一J

験地 12，000坪、球 場5，500坪 : フィー ノレ F 3，380坪、

内 野 ス F ゾド 1，25U坪、外野スタソド !)OO坪。 i欧主主人

員 : J河野 13，000人 、外 野 10，030人、 昔↑ 包3，000人 、 拡 張

完成後75，000人。

内野スタ γ ド ; 盛土観覧席鉄筋 コゾ ク リ戸 ト1!(l. 唐 無



平 面 図

1. 内 野・ 席 10.  A  門

2. 外 野 席 11. 内妻子席入口

3. 本 都 府 1'2 外野席入口

4. 放 送 室 13. 非 常 口

う. 選 手 室 H. 使 E丹

6. スコアボ - ) レド 15 切 符 寅 場

7. t ' ラフヂノ、ウス 1G. 貰 応

8. 管理人住宅 17. 聖子官詰所

9. 倉 庫 18. 地下道入口

クラブハウス

1. 玄関ホ 戸Jレ 8.  s.埼 衣 室

2. 事 務 室 (). 侭; 所

3. 広 問 10. 洋
室

ι 食 ヰふや忌二. 11. 利 室

O. 厨 昆ー 12 吹 越

6. 炊 事 締 室 13.  ロッ カー室

7. 浴
室

。

言

4  

0  5  1.0  15 20 25 3.0 

重量、高さ フィ ー) v ドから 30尺、26?皆段 。 外野 ス〆ゾド

盛 土観 覧 席 芝 生、 スロ ープとし高さフ ィー Jν ドから 12

尺。競技場 . 本盆ー バックストッフ・問GO沢、 本 盛 一 ν

フト及びラ イ ト問 300 沢、本盈ーセゾタ ー問 400択 と

し ν 7 ト及びラ イトからセゾタ 戸は直線で セ ゾタ ー附

ｪ 涯 で丸味ぞ持つ新しい形態とじた。叉楕円形に ｑｲ ｾ Ｇ ｰ Ｈ

イヤモゾドぞ 除 き 、 他は全部ｾ 芝とした。

卒百計画 としては不規員11 な致地の制限 を受げ 、1倉、

内外里子ス !l' ./ ドの増築をも考慮している。隣接の F ラ

プハウス は選手 用の諾設備を完備 している。

11 



走 路 周 長 400米

巾 11米

観 覧 席 36. 00坪

。。

b

担

与

小
2

森 卵l 台

理器 ｾ ｊ 委員 言吉所

投 票 所

選手主皇室 及

自転車置場

監 理 人 室

事 務 室 及

備本部詰所

場 内 選 手 溜

湯茶接待所

2. 38 グ

9. 00  !I 

3. 5. 00 !I 

186. 00 !I 

27. 5::1 !I 

3) . 5うy

3. 00  !I 

9. 00 1  

シャワ ー室 3. 00 1  

賀 底 48. 001

栴 ・ 造 建 物 木 造

¥ 

走 路 コ ゾ タ リ ー ト

。10 却 す 苛ー回開

1. 正 門

2. i亙 局 内

3. 走 路

ι 観 覧 席

5. 委員席及特別観覧席

6. 立 見 席

7. 投 票 所

18 

8. 審洲j 台及言吉所

9. 選 手 控 所

10.  アマ チュア ー選手主主所

11. 自転車置場

12. 選 手 主 皇 室

13. シャワ ー皇室

H . 湯茶接待所

15. 監 理 人 室

16. 事 務 室

17. 瞥 備 本 著名

18. 警 官 詰 所

19. 手 荷 物 預 b所

2 賓 庖

松阪市営競輪場

設 計 中西 六 ｡ ｆ＾ ｾｾｦ 事務所Ｈ走路 コ

杉原市主主設; mくは物関係〉

施 工 松 式 会 市 士 松 村 組

位 置 三 重 県 手 私 阪 市 垣 鼻

工 期 自 昭 和 お 年‘ 4 月 12 日

三 昭 和 23 年 5 月 羽 田

。 窃

|しー

チ ー

Z 4 0 幽

2 1. 使 所

22. 休 愁 所

23. 選 手 通 路

ｾＴＮ 給水ポゾ ＷＧ

25.  入場券耳東場

26. 自 動 車 庫



大 阪 ス タ デ ィ ア ム 設 計 に 関 す 3 覚書

此の計画に就いては、吾々のアトリエから数次

に亘る詩集を提出していたのであるが、 23年駄に

至って、南海電鉄建築課から最後的主主設計基準の

提示を受け、その企itll 乞基いて決定案を提出した

のでちる。処が其の後坂倉準三建築研究所に於い

ても此の計画が主主されており( 閤際建築第 2 号 参

照〉、 結局フ 7 サードとその影響ナる部分のみが

氏の案とえt b 、英の他は吾々の集のまま実施され

るに至っ? と。以下はとの計画に関して、野球場計

画、並に大医スグデイアムの覚書である。

1. 球場面積に就いて

球場は選手には競技し易い遁当主主広さであ b 、

観衆にも又見易い広さで主主ければ主主らぬ。且てつ、

その広さは野球と云う興味を充分に発揮し特I る広

さと形を意味ナる。野球の正規の Jレールでぽホー

ム・ベースからパァグス下 ｹ プまで ＶＰｾ 尺与 ｌ と規定

されているが、此の長さを大きくするとプレイに

時聞を要し、且つ濯手を疲らナょに、見る側から

も距離が遠く主主るので面白く泣い。ヤンキースグ

デイアムでは70吠足らずである。ホームから外野

鴇壁までの距離も同じ事か官える。 Jレールでは

2. 球場の卒面形に就いて

球場の形式にはグイヤモン下型と扇形とある。

グイヤモンド型ぽ格壁が直棋である潟、それが対

照と主主って飛球の瞬間的判断に便利で、あ b 、選手

の側から云えば良い型とされ、扇型は之に対して

観客木イ立の型で一様に見易い事を有利としてい

る。然したがら、扇型の外野裕壁は長距離の円弧

であるから、直線と見て差支は注く、且てつ内野に於

ける程飛球に対ナる巌草野主主瞬間的判断の対照とは

主主らたいから、命観覧上からは有利主主のであるか

I-l -J  

芝ミ 本 博 行

ＲＳＵｾ 与 ｌ とと云う事に主主っているが、とれでは狭

ますぎる。ホームランが余 b 飛び過ぎるのも味が

泣く、又少しも飛ば泣いのも面白味がえt v、。広さ

ほとの様主主考慮から生れる。勿論此の間に敷地面

積、観客」徐容人員等の考察が入るわけで・ある。大

阪スグデイアムぽ、ホームからパッグストタプま

で60択、同じくホームから左方外野格壁まで 275

択、セングー後方に於て ＳＸＰｾ 尺である。ロサンゼ ｊ レ

スのリグ. レーフィルドぽ、ホーム、ノミァグストッ

プ聞は35択しかえ主いが、之は短かすき・る。之が短

かすぎるとメインスグンドの勾配を決定ナるフォ

ーカルポイントも又スグンド近援はE き・て、設計

上種々の支障が起るものである。乙の距離は60吠

以上主主ら良いと云う事にたてコている。

我が閣では紳宮球場の大きさや形を理想として

いるそうで診るが、観客の側からは、フ 7 - / レラ

インに沿う内野スタンドの直線の長さが長ナ智て

見難いと云う事である。との線がフ 7 ールライン

に沿い主主がら外野に従クて近接してゆくのが望ま

しい。第 1 表はグランドめ各距離の比較である。

ら、外野格壁は扇型を採用して良いわけである。

内野の両側は直績とする方が無論選手にも良く、

観覧者側にも都合が良いのであるから之は直線に

する。本長後方を直線にするか、円弧にするかは

問題が残る。明治神宮は直線が良いと考えられて

、パ y グスト y プの巾を27. 2 7 mとって、 ブ 7 -

Jレラインの方向に両側スグン γ の角度を取てってい

る。大阪球場はとの部分が円弧に主主っている。格

壁の直線か曲棋かを論ずるの段、前述の判断対照

と主主る外に飛球の反射角度をも問題にしているの

19 



であるが、 ホーム後方のプレイが一端嬉壁に当っ

?と球に対ナる場合i除、 ノープレイかエラ ーの場合

で、 との場に於 けるプ レイは左程重要で、は主主いの

で は主主いかと考え る。 それでは観賞本位とし、本

曇から等距難にあ る メインスタンドを持てつ方が良

い と考えられるので ある。大医球場は上述の様主主

理由でまづ理想的主主蛤型の球場である。平面の形

も整ヲていて美しい。之はホーグスから提示され

た寸誌であろうと思っている。

3. 方 位 に 就 い て

大抵の競技除南北を軸にしている。之は太陽に

肢惑され主主い需である。野球の場合も之と一般で

ある。従って本益段北側に投手は甫から投げる方

位が良い。然し、敷地の都合上それが出来主主い時

は東から西へ投げる。 ヤンキー スグデイアムほと

の東西軸である。然し主主がら要ナるに選手が太陽

に舷惑されたければ良いので、あるから、 人徳的に

それが避け得・るなら方位に別段のきま b は11いわ

けである。

4. 観貰席の形に就いて

無碍の平野で野球がえt されている時、之を見 ょ

うとナる観衆の自然分布ぽ自ら極る。即ち本長後

方、 内野両側に集 b 、 外野に至るのである。観覧

席はとの分布扶態を基礎にする。当然内野スタン

ドがメインスタ ン ドとえi : b 、外野に及ぶ。内野周

辺で見る事は誰しも望ましいので・あるから、内野

スタ ン ドが走大主主ものに主主るのは自然で、 ヤンキ

ースタデイアムは三層のメインスタンドとえt って

いる。外野は大抵芝生か木製プリ y チヤ ーで済ま

している。さを周に豆てってメインスタンドのまま緯

らす事は成ｾ程観客牧容には充分で 、 あるがグラン

ドが盆地とえに b 、低部は暑さに耐え られぬ事・にた

る。外野のセ ングー後方は一部宰地として観客し

ない方が良い、之は捕手が此の部分に観客は牧容

がいると プレイ し難 く主主る震である。従って、 と

の部分に スコアーポ ーJレドが置かれるのである1 ; 宝

、大医球場の場合は右翼寄 b に取る事に及。? と。

乙れは将来夜間試合の時スコア ーポーノレドの光棋

にプレイヤー が さへき・られ泣い考慮で、診る。勿論

センター 後方ぽZ主席と 110 所謂バ y ググリー ンで

線色の塗装 がほと とされている。との綜色は外周

の格壁さをてに豆てってそうで主主ければ主主らぬ。とれ

ば打球を明確にする震である。

20 

5. スタンドの断面図に就いて

スタンドの断面形は 3 種類 ある 。

a. El evat ed t ype 

b. Excavat ed t ype 

c. 1面 lf el evat ed t ype 

El evat ed t ype ぽ gr ound l i ne と pl ay

gr ound l i ne とほぼ同 レペルの場合で St and を

地上に高く構築する場合で ある。之は観衆のさ訟で

か惜段又はスロ ー プ で 上 らえEければ主主らぬ不便

がある。E x回 vat ed t ype は pl ay gr ound が

gr ound l i ne よ b ず っと下っておヲ て、 とのレベ

ルの差遣にスグンド を貰け る場 合で ある。 之は観

衆が全て下 る方 向であるし、 スグンド積通路が最

後方で、充分の働きを主主ナ篇スタン ドとしてはまと

とに良い僚件でるる 。建設費もずっと軽減される 。

但 いさを周共との断面であれば pl ay gr ound が

盆地とえt って低部の換気が悪く主主 る。 f荷揚 b 出 し

た土量を外部に運搬し主主ければ君主ら泣いので ある

主主ら、 此 の場・合は運搬賃の都合で、経費はかえっで

不経演に汝る事があ る。H alf el evat ed t ype ぽ

El evat ed t ype と E xcavat ed t ype の折亥で

ある。即't;， . 半分ぽ地上 に上 b、 牟分は地 下に下

る。之も経費の点でも計画 の点でも非常に良い僚

件である。

排 水 に 支 障 が 友 い 限 o pl ay  gr ound は出来

るだけ低く堀 b下げる方か 有 利 で あ る。 H alf

el evat ed t ype と主主る場合に段、 乙の堀 b下 げた

土量が外野の芝生スタン ド花盛 b あげられたので

経済上まととに者' 1 ¥合が良い。大眼球場の場合段、

乙の敷地の横に横掘があるので、 pl ay  gr ound 

の排水をとの積現に流ナ事を考え、 71 < 位の最高を

測定して水勾聞を布し、出来得。る眼 b 堀 b 下げ得

る様考えた。然し乍らその深さを 1 米でしか泣か

った。メインスタ ン ドの堀方と、 pl ay ground の

堀方をさを部外野に盛ってるる。とれは経済上まと

とに都合が良いわけであった。

敷地の狭い割 b に観客を多く牧容したい時には

スタンドの屠を重ねる事が考えられる。但し此

の場合、下層観覧席に於いて墨々高いフライ球に

死角をつくるおそれがある。ヤンキ ースグデイア

ム其の他多くとの死角がある。乙の死角を避ける

と案外牧容人員除去曾さたい。すると経費が要るば

か b で損である。唐を重ねると 上 下のフォ ーカル



ポイントが一致し泣い治、遠くたる治、、又除スグ

ンド抗告主勾配! C I l るか死角が多くなるかに主主る。

出来得るなら屠を重ねえ主いに越し? と事は泣いので、

ある。

6. 観 覧 席 に 就 い て

野球は勿論、大抵の運動車完投ぽ屡々瞬間的主主プ

レイに最高の興味をそそぐものである。乙の激し

い瞬間的動作を見失っては観覧の興味も多く失わ

れる。野球場! C 於ける観覧席、まして見物の震の興

業的職業野球! C 於いては、観覧席の優劣ぽその球

場の生死をも意味する。一箇所の死角もてコくら主主

い、と云う事ぽ何よりも最も良い事である。大医

球場にほとの死角がない。且てつ実! C 見易い。前の

人の頭がさを然気にあら泣い。とれほとの圏のさをて

の球場に比してまととに優れている点である。之

は無論思いき沼ヨ? と企劃を証査するものである。

との菌の競技場スグンドの勾現段殆んど理論的

算定をせずに 26
0

30' - 30
0

の範囲に直紘勾配を主主

しているか、下方を綾〈、上部を設分念にしている

程度である。大阪球場に於いては鍛平野主主理論算定

のもとに此の勾配を出しである。南海電鉄建築部}

から提示された企l! J ! C 除、本塁からノミ y グストク

プまでぜ ＵＰｾ 尺と主主し、市も、フォーカ ｊ レポイントは

ヌド盈よ b2 8択引離す事を要求されている。即ち内

野スタンドの樫壁から 32択と云う事である。本盈

からパ ｹ グスト ｹ プまでＧＶ Ｐｾ 尺と云う数字は先づ最

小限の数値であろう。普通球場に於けるフオーカ

ルポイント除、フ 7 ーJレラインが捕手の位置とさ

れている。而も、との位置ぽ内野裕壁よ b大抵は

71. 75択以上の数値である。

従てつてとの球場の場合は60択と云う近接位置に

あるのであるから、普通なら、との位置にフォー

カルポイントを求める所であるが、之に満足せず

更に28択以上引き離す事を要求されている。之は

無論、との聞のプレイを充分に見せる震できうる。

St adi um sect i on curve は fo回 1 poi nt  ! C依てっ

て綾会: が左右されるのは無論であるが、スタンド

に於ける観客の第 1 列目の高さに影響する事も勿

論である。との球場に於いては focal poi 討 を 極

めて近接せしめたにも拘わらず、との第1列目の高

さも極めて高く要求されている。即ち内野スグン

ドの格壁を 9. 7 尺とえ主る如き要求官、ある。従てって

第1列目の自の高さは10. 7尺とえ主 b、之が基準とた

てって St adi umsect i on curve が算定されるに至

ヲ? とのである。此のスグンドの最前列部の下部ぽ

役員本部席其の他選手、放詮席等であるが、此の床

高も P. G. L. J: b  5寸上 b と主主てっているので、此の

スグンドの最前列部ぽスグンドの上下とも極めて

快的主主席と主主ヲている。而も前越の如く、パクグ

ストアプ聞け本曇を中心とした60択の円弧上にあ

るので整然とし、且つ一様の観買をI l L 持. るわけ

できb る。( 註、選手席ぽ大抵 P. G. L. よ b 低部に

求められているが、乙の球場では前述の如く 5 寸

上 bである事も特徴的である〉斯く、 focal poi nt  

を近接せしめた上、最前列部を高くとてコで快的主主

席とした1語、当然 St adi umsect i on α I rve 除 念

勾配と君主ヲ? と。然し之はスグンド後方に於ても当

然非常に見易いと云う事に主主てったのである。此の

勾配ぽ下部でどこ27
0

30' 中間でL 31
0

及L 34
0

30' 上

部で・L 37
0

とえ: った。

とのζ 37
0

が相当問題とたったそうである。た

る程例の少い念勾視で・ある。例を挙げれば紳宮球

場 が L 27。甲子園がL 20
0

- L 2 6
0

西 宮 が 下 屠 で

16
0

50'  - 20
0

20' ，上屠で30
0

10' - 31。である。ロサ

ンゼ j レス競技場ぽ上部31
0

同じくト F ノのムァゾ

リー= 競技場が 35。、ぺ Jレりン競技場が 35
0

であ

る。いづれの勾配よりも念である。但し、ヤンキ

ースグデイアムの三唐十ま41
0

と云う数学を出して

いる。危険でるると云うのが問題の種主主のである

が、私は自分で此の最上段に立って見てその犠主主

気がし泣かてった。段床の踏面カま2尺2寸ある事も脚

を充分にふん張れる余裕がある。観客のいえ主い此

のスグンドに立っと成る程勾配の念が自にてつくの、

であるが、観衆が詰てっていると此の感除去主い。蹴:

上が高ナ智て足がぶらぶらナる様では無= 融危険の
i

可能性も毒うろうが、と思うのである。之は当の此

のスグン下を設計した私の弁である。そうして、

私除、此の最上段tc坐って、極めて近いプレイを

柑の人の頭に何の支障も主主く見物し符・ると云う事

に快的主主憶いをしたのでちる。 focal poi nt は 内

野の格壁から最終には31. 4尺の P. G. L . の点にあ

るが、現実にはま乙とに鴇壁近くまで最と段に坐

てっていても見え、ピ y チングを見る事が出来る。古

も、格壁ｾ際まで見える事はえ主いのは当然である。

乙のスタンドの段床の踏面ぽ特別席を正面中央

剖汗段に一割設けてとの部分のみ2尺3寸、他除去を
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Y".. . . . . 求むる席の胃の高さ

Y........ 最前列の自の高さ

n … … 求むる席の F 点よりの列

数

1  . 1 1  

( 1+ー+ 一+ … + 一〉 …・・・此
2  .  3  

の数値段第3表に出てh る。

n  ut + + 古 〉 同第

4表に出ている。

c … … 可視差( 遁当主主寸法は下

記の通り〉… ・・・4寸 と定む。

劇場、映画第1階… … 1寸

同 第2階… … 2寸

寄 席 の 類 第1階. . . 1. 5寸

同 第匁管・…・・2. 5寸

ー。
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2  第
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1

2  

R

‘

L  

運動競技場… 4寸 - 5寸

例 、 第 2 表に依って、スタンド

前列よ b 第 6 列目の自の高さを求む

答、前述の式に夫々の数値を採入即ち

20 

Y2o=10，7 x 一一一20x  3. 2515 x  0. 4 +  70. 9542 ｏＭｾｾＮ Ｎ＠ "  15 

x  O. 4  =  16. 6362. - : 16. 64 答16尺6寸4分

此の球場はぶL上の算定方式に依てコて 前列J : b 5

列毎の巨の高さを求め、その聞は等分にした。乙

の数値段別図大医スタディアム断面図を参照され

度い。
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て2尺2寸である。他の球場との比較をすれば、神

宮が1尺8寸、甲子園カ宮2. 14尺西宮カ宝2. 15尺と2. 64

尺、ヤンキースグディアムカ宝2. 51尺である。アメ

P カの球場の平均を求めると大体 2. 5尺になる。

蹴とは外閣の例を見ると 6寸7分から最高 2尺01寸

迄ある。甲子聞は6寸7 - 1尺07、西宮は8寸- 1 . 58

5尺である。大阪球場は1 . 2尺- 1 . 66尺である。日本

人の腰掛の高さは1 . 4尺が最も遜当主主寸法である

が、スグンドの蹴とに於いては si ght l ine の都

合上ー寧に之を守る事は出来主主い。然し乍ら、1 .

4 尺以下は柴ではあるが之以上になると自ら限度

がある。患に一時、腰を掛ける程度主主ら1 . 8尺も

許せるが、長時間で、は無論疲労する。此の球場で

はスタンドの防水モ Jレグル床仕上面で前述の如き

寸法であるから、之に、橋製のシートを 2 寸の高

さに設けてあるから腰掛の高さは、実はmr述 の 寸

法に2寸土舎の寸法と主主る。即ち、最高で1 . 66尺 +

0. 2= 1. 86 尺となる。念勾配で且つ、此の腰掛の

寸法では許 1イ尋主主いから、上部は足下に足台の段

を設けて此の緩和を計る方作と友つ? と。

7. 観覧席の Si ght l i ne の算定方式

( 之は竹中工務庖専務取締役鷲尾九郎氏著「観覧

席床勾配の算出に就いて」に依つ? と〉第2表参照。

1  1  1  

y ，， =y. .  X:':' - n  ( 1+一+ ーー+ … + 一一
m ，Ｎ，ｾＮ＠ 2  '  3 '  ' m- 1  

F.. …. focal  poi nt  什 + . . . + 古 ) c  
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8. 観覧席の卒面計画

. : z p . 面計画に観衆の分布とその動線の考慮のもと

に主主されなければ主主らぬ。即ち入場の際は出来得，

る隈 b 多くの人口よ b 分散せしめて夫々の階段又

はスロープに依って観覧席に分布され泣けれ主主け

れば主主らぬ。従てって、入口に於いては特に自にてつ

く入口と云うものをてつくてつては注ら泣い。観衆ぽ

之に殺倒す るからである。 入口 を多く且つ分散せ

しめる震には切符受場は入口との距離を遠くち lき

離しておかねばたらぬ。退場の際は迅速且つ安全

で泣ければ友ら泣い。その震にスロープが推奨さ

れるが、勾配の綾い階段なら差支は泣い。スロ ープ

は面積を多 く使い、経費もかさむ。入場の際ぽ観衆

の奥奮とは無関係にいやに長づたらしい道程と援

い勾配がはがゆい。バエァグに注意を梯い設い階

段を周うる主主ら入場の際は心はやむ観客ぽ 2. 3 段

宛飛び上るであろうし、出場の際はゆるゆると然

もスロープよ b も短時間に場外に出る事が出来る

。然も面積は少くすみ経費もかさまたい。徒にス

ロープを採用ナる必要lま泣いと思う。

此 の球場の内野スタンドは通路本数12. 5木 、出

入口数回、出入口巾7尺 (2. 1m) 出入口負担人数

93. 7人であり 、退場時間 5分と 算定した。算定の

式は

t =τ. ! !__ t… … 退場時聞くmi n. )

o av  

第 4表 n く1 +ま+÷+三τ〉

z

 

n

 

z

 

n

 

h
v

し-

n

 

1  
。

21 75. 55叶41 17o. 4185 

り η  d  ηｾＲ＠ ー 80. 1966:  42 18) . 7218 

3  4. 5 23 84. 8884 43 186. 0481 

4  

7  民調62悶133972g9  1  24 

89. 6232 4品 191. 3956 

5  10. 41651  25 94. 3975 45 196. 7715 

6  13. 6998:  26 99. 2134 46 202.  1654 

7  17.  ＱＵＰＰ ｾ＠ 27 

剛警7 7

207. 5802 

8  20. 74241  28 108.  95921  48 213. 0912 

9  24. 4602129 113. 8859:  49 218. 4812 

10 28.  28DO:  30 118. 8480:  50 223. 9600 

11 32. 2179 31 123. 8419 51 229. 4592 

12 

8823670327497Z111458E 5H a  11  32 

234. 9776 

13 40. 3416.  33 133. 93051  53 240. 5140 

14 44. 52141  34 139.  ＰＹＱＲ ｾ＠ 54 246. 0726 

15 48. 77251  35 144. 13701  55 251. 6470 

16 53. 0912:  36 149. 28121  56 257. 2416 

17 
57. 4719日』i 37 

154. 45651  57 262. 8498 

18  61. 9110i  38 159. 6608:  58 268. 4820 

19 ｾ＿＠ Ａｾｾｾ ｉ＠ ｾｾ＠ 164. 88811  59 274. 1258 

20 70. 9542;  40 170. 1400:  6:1 279. 7920 

n … … 出入口の負担入数

b… … 出入口の巾 ( m)

a.. '… ・出入口附近に於ける観客の密

度 3人 1 m
2

u … … 出入口附近。皆段上〉に於ける

群衆流動速度30 m/ mi n.

ス タ ン ド に 於 け る縦通路の間隔は普通 9 m-

15mが遁当とされている。との球場も 9 m- 1 5 mで

ある。その巾員は3尺とした。積通路ぽ上中下と3

段に取っ? と。観客はスグンドの中央部に出て夫々

のシ ート に分散されるのも良いが、事情が許せば

最後列に充分主主横通路を求めて、之左充分に働 か

し、縦通路に蓮絡される方が良い。遅れて来た観

衆が人の前でまごまごするのは目障 b である。中

段の通路は出来得れば 5 尺の 巾員が慾しいが大抵

は 3 尺内外が多い。との球場は3尺6寸、後部の遇

路で5尺である。観客 1人当 b の巾は 1.35尺- 1 . 6

尺見当が普通で ある。

大眼球場の実施されたスタンドには特別席が設

けらられ 、倫急 Ｚ勾配のｾ 上段部一部にさ くが 施さ

れた鴛その外設計当初の牧容人員や面積も変づて

いる様であるが、設計されたスタンド面積と牧容

人員の割ぽ下の通 b である。

第 5 表

内野スタゾド 外野スタゾド

スタゾド面積 1591，635坪 1510，731坪

牧 草 軍 人 員 15，t 35人 J 2. 732人

1人当 bの面積 1G6坪 = 3. 81尺2 118坪 =4. 25尺畠

1坪当 bの人数 日. 45人 8. 46人

9. 便 所

便器数の標準に確定していえ主い様である。

今仮に共の想定を? とてて見る。

入場者1人当 b 平均使用回数 0. 5回〈仮定〉

入場者総数仁大阪球場内野スタ γ ド牧容人員〉

15，000人

1人の使用時間 50秒

使用時間〈休態時殺倒するものとして l民の時間〉

30分く仮定〉

208個便器総数

男 女 =4: 1  ( 仮定〉

男 167箇 女 41箇

男大便器: 男小便器 = 9 : 1  ( 仮定〉

大便器 150箇 女 便 器 17箇

n  



1  

然乍大眼球場の実施祭は ζ の数字で怯主主い。然

し大体便器総数に於いて此位に主主ヲているのでは.

7' . r いかと思う。

便所はやげん式水流とした。浮イ闘ーは大衆便所

にはまだ使えたい。どんたものを排水管にてつめて

も簡単に腐蝕分解せしめる接置が出衆得回れば7k洗

式も可能とたろう。此の様主主便所には錠、引手金

具等特に堅隼を要し、出来得れば清潔主主薬掛グイ

Jレを使用し泣いと不潔に注 b 易い。 以上

( 筆者・株式会社竹中工務庖設計部勤務〉
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大 阪 プ ー ノ レ 建 設 概 要

大阪市に於いて厨際プール建設の話が持上てコ? と

のほ実に突然であてった。

しかし市内に体育施設の少い大限市として、ま

? と草長後我闘が世界に誇 b 得る唯一の水上麓技に闘

し、当地で図際競技が開かれるととは、またと泣

い絶好の機会でもあるので、話はとんとん拍子に

謹んだのであてコ? と。

そのため、プール建設場所も、いままで市民の

広場として利用の多ふった扇町公園を、市として

実に惜しいが、是非の論を排して割愛ナる乙とに

主主てコ?と。

計画の宍熔としては、競泳用と飛込用のニケの

プールととれを囲む約 2 万人J汝容のスタンドの建

設が骨子となって、それへ歯際競技に必要とする

あらゆる施設を備えるのである。

私達市の技術面に声のかかったのは二月下句で

あてコて、直ちに基本計画を進めたが、施設の大部

分が鉄筋コングリート謹であるとの種の工事は、

施工期聞のみで普通は五ヶ月位かかるのだが、八

月中旬に決定されてしまっている競技スケージュ

ールの関係上、残ナととろ撲何も友い面常主主突貫

工事とたらざるを得なかった。

私達としても、乙んな大規模な特殊用途の建設

計画には基本知識の不足があ b 、広 く識者の意見

を聞き? とかヲ? とのであるが、 とてもそん主主時聞が

主主かったので、独断でととを進めたため、出き上

てった後から省 b みるといろいろの不備がみられて

いささか耳らしい点もあるが、との問、 日本水上蓮

盟からあらゆる援助を受けたのが何よ b の助 b で

あてった。

以下プール建設工事、就中スタン r の概要を記

してみる。

プー Jレは競技上の必要から南北の軸線上に南か

ら順に50米競泳池、 25米飛込池、飛込台と並べ? と

のでスタンドほとれらを東西南の三方よ b 囲む配

置をとてつ? と。

フ. 戸 Jレ傍の空地ぽ競技運行上スグンドとの間に

増 敏 克井

ある巾が必要で、研究の末、南側出発点に於いて十

1. 60米、横倒南端で9. 60米、北端で7. 6匂択の余地

をとてつた。

スグンド前端の位置は与L上の僚件を含み、かてつ

何れの場所にも死角の起ら泣い様曲線を以て結ん

だのでスタンドの平面形はプー Jレを囲んだ馬蹄形

となった。

ま? とスグンドの各席は一人巾40旗の腰掛式とし

混雑をさげるため金スタンドを上段と下段の二群

に分け、夫々の後方最上部に立見席粂用の通路を

設け、入場の観衆が一階より階段によって一旦と

の通路に出て、 さらに順共下降して各席につける

様にした。

とれらの結果、スタンドは前段十六列、後段十

四列、通路を含んで、 23. 80米の金巾を以てプール

を囲むととに主主てコ? と。

主主主主スタン下各列の観衆カ宮前列にさま? とげられ

ずにプ ール水面を見得・る様にてつとめたので、勾配

は廿六度五の角度に始って、最後辺席で 33度6 に

まで主主 b 後端パラペ y ト頂で地上 1. 780米 の 甚 だ

丈の高いスグンドが出き上てコ? と。

スグンドが大規模のものであるので、スグン ド

下段二階建に ｾｬｨ 一階で Ｑ ， ＱＸＰ 坪、二階で ＵＹＰ 坪

のスペースが出きたので、ととに諸々の室をとる

ととが出きたが、工事予算の関係上、塗仕上ずら

最小眼の室にとどめざるを得泣かった。飛込台は

板飛込用として、高さ 3 米、 1米のもの各 2 台.

高飛用として正式用の10米、 5 米のほか、練習用

の7. 5 米、 3. 5 米、 2. 5米の各種を備え、勿論構造

ぽ鉄筋コングリ ート遁であるが、出きる限 b 軽快

主主形態をとるととにつとめた。

完工お附帯設備としては、両 プールへの給水及び

排水設備や室内照明、 シ ャ ワ ー設備え主どのほか

に、園際競技用であり 、夜間開催であるがための

特殊施設として、投光器、中間決勝線の水中照明

装置、拡声援置注とが特に考慮された。

以上の犠主主計画がやっと終 b 、実際の工事施工
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ぽプール建設にてついては市土木局、スタンドと飛

込台は建築局と分担して開始し、四月上旬，にプー

ル堀方に着手したのを始めとして超突賞作業を続

けて七月末日に予定通 b竣工の運びに至った。と

の工事に要した作業員は市直営工事の分と請負工

大阪プールの施設内容

競 泳 池

大 き さ 長 o: m 巾2 o m 水 深1. 50m- 2.  Oo m 

コ F ス 9 コ ー ス 巾2 . 5 m

構 造 鉄筋コ γ クリート誌を b、壁体は人建石

研ぎ出し 床は白色セメ γ トモ 1レ!it lレ仕

上げ

スタ ート台 受石及隅石は黒御影石仕上げ

給 水 口 四 ケ 所 給 水 時 間 2時間

排 水 口 ι ー ケ 所 排 水 時 間 3ー当時間

循環給水口 入 ケ 所

ヤ ー ド 式 擁 壁 る0ヤード煉瓦積擁壁を仮設

飛 込 池

大 き さ 長Ｒ￵ ｭ 巾 Ｒ ｾ ｭ 水深 ＳＮ｢ｭＭ￵Ｎｃｭ

コ ー ス 9 コ ー ス 巾2 m

構 造 鉄筋コソグリート誌を b、壁体は上部水面

から 1 m下まで寒水石研ぎ出し、下部は白色モ J Vタ

ル仕上、床は白色セメ γ トモ W タJレ仕上げ、ス ! i t-

ト台及受石の部分は黄金J ; 石の研ぎ出し仕上げ

給 水 口 2 ケ 所 給 水 時 間 4時間

排 水 口 1ヶ所水面よ! J 2 m迄自然流下、以下

ポ Y フ 嘗 水 循 環 給 水 口 4 ケ所

飛 込 台

鉄筋コ: 1 ' 7 リート討を、板飛込台3 m、1 m各2台

高飛込台く疋式用) 1 0 m b m  ( 練習用) 7. bm. 2. 5m 

建 築 ⑤D 宝 物

ぷドア- } ¥: ノカ一

節? 工場・倉庫・ガレージ

自! の扉に御使用を御奨

在 人 め致します。

吊下げ重量

l 号・60kg 2号・100kg

( 鋪有名金物)

庖にあ b ます/

J .O. J  J: nド7 - ハ γ ガ F は車輸の周囲は銅強

入 ロ ー ラ 戸 ペ ア リ γ グ装置Eになって居 h ます

から丈夫で扉の開閉が軽〈耳ifすには吊下げを?

自由に防衛できます。

製造元・大阪・大同鋳造株式会社
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事分を合して延47，630人を数え、主要安材もセメ

ント 2，474 トン、鉄筋量642 トンという英大友数量

に蓮し? と・のである。 与Lと

( 筆者・大阪市建築局営繕課長〉

スタンドく馬勝五五〉

鉄筋スタ γ ド 高き 1 7 m 巾2 o m 1929.  H'坪

木造スタ γ ド 高 き 9 m 巾 1 3 m 23) . 86坪

牧 容 人 員 22，∞F人

暖 気 殴 備

投 光 器 8 基く1kw96個 bOOw6 偲〉

後光燈3o個く2 0 w2 組〉室内 30k w

排水ポユノプ 20k w 水中照明 100w9 個及ネオ: 1 ' サイ

γ 毒事

失業対策事業施工区分

失業対策の公団整備事業として実施された使役人員は

延46，106人でゐる。

目別 使役人員延 一 日 平 均

3 月 4，496人 180人

4 月 6，116人 244人

5 日 7，490人 3∞ 人

6 月 6，006人 266人

7 月 17，168人 001人

8 月 4，180，入 lb5人

骨十 46，1C6人 310人

実地した工事に次のものがゐる。

工事名 内 訳 就労人員

重量吉永池 堀取埋戻 6，7o8人

仕上工事 3，67o人

其 ノ 他 雑 2，468人

飛 込 池 場耳支埋戻 3，9o2人

仕上工事 2，416人

其 ノ 他 雑 2，8，13人

排水工事 延長 800米 2，593人

.  - /1/ サイド

栗石搬入其ノ他 2，6bO入

舗 装 工 事

砂 採 取 b∞立坪 o，491人

法 図 工 事

権者野芝張整地其の他 8，967人

圏内整備工事

整備清掃跡片付ケ其ノ他 4，263人

合 計 46，106人



大 阪 プ ー ノ レ に 就 い て

本年八月園際親警の立場より日米国際選手権水

上競技大会が犬医で開催されるという話を一時余

所事の様に聞いてより、間もなく本決 b に注づた

のも極めて早かった。乙れも大肢には従来図際

的注文化施設として見るべきものが主主〈大限人の

とれを満? とす懇望の現れで・あった。一面日本人が

最も得意とする水泳という種目の点で一挙に事が

運ばれたのも無理からぬ乙とであろう。設置物所

については方々候補地を物色されたのであるが結

局扇町公園に定まったのである。何分扇町公園は

従来から北大医方面の野球場、庭球場其の他自由

広場を持ち市内公菌の中最高度に利用されてお

り、市民にとてコては非常に親しまれておづただけ

に、一応は関係者の間では広場をつぶしてプール

にする乙とにするととの是非論が高かったが、

地理的に好僚件を備えておりプールの利用がとか

く短かい夏の期聞に限られる欠点を補。て各種の

催をするのにも極めて有利主主る点ｾ t して乙の公

園に本決 b とえt ったのである。面積lま16，678坪あ

り市電パス及省線の路線に固まれていて、備との

上に大医駅、地下鉄梅田、京医紳念行、梅田駅、

天六駅、医紳電車梅田駅等各終点よ b 数分にして

衆られ、との点で、は極めて有利主主位置を占めてい

る。最初の設計にあた bては何分厨際競技と云う

だけに観衆に対ナる施設を主眼として計画したけ

れば主主らぬ。勿論競技が主であって観覧は従であ

るけれども量的に見て観衆に対する施設と云う事

が重点を加えて来る。観衆席、観衆の動線、場外

の交通網との蓮絡、自動車置場等である。以上の

諸点を考慮に置き圏内プールの配置についても種

々検討をなし、最初は園内西卒分の広場並びに庭

球場、野味場を生かす震めに東半分にプ ーJレの主

軸を東西に計画したのであるが、周囲の諸施設が

多少窮屈とえ主 b 、世界に誇 b得る水泳場となすた

めにはどうしても正規の方向即ち主軸を南北に持

てって行かねば主主らぬ関傍よ、日本水泳連盟ともよ

く打合せの上現在の位置に本決 b となてったのであ

奥 野

= 合二

1手主 法

る。圏内の失われた広場や野球場は東部の旧沈床

花壇を整備して面部， 300坪の広場を作 b 、とれに

加え北側隣接の縁地計画予定地も近々拡張すると

とによって公闘は従前にも婚して立誠に主主るとと

に主主 b 、大医市内唯一の運動公園として名実共に

大医の名物としたいのである。プー Jレの施設内容

は

1 . プー Jレ及びスグンドの面積3，200坪

2. 競泳池は大きさ長さ 50米 巾25米、コース巾

は従来の2米を2米50に広めて泳者にと b 泳ぎ易く

九コースにした。 7K深は1米50J ごt 2米である。

構造は鉄筋コングリ ー下遁 b で在来のグイル張

をやめて壁休を人遁石研き・出しにした矯め耐久性

は極めて高いと思う。床は白色セメントモルグ Jレ

仕上となし、コ{ ス用グイ Jレは磁器質で、色( 黒〉

質共に吟味し何回も偉き直し完全主主ものを張った

ので、割れて剥股する虞れが主主く、又スグ ー 下台は

受石隈石共黒御影石に文字? と磨ぎ出し? とので白い

プー Jレとよく調和している。

給水は東側電車通 b の市水道; 本管より 12吋管に

よ b直結し、 6吋給水口4ケ所主 b放 水 し て 2 時間

で、清水し、排水は東南堀川に12吋管で、直結して自

然流下排水にて約 4 時聞にて4如k し得忍。

3. 飛込池は長さ 25米、巾20米とし7K深 は3米50

ｾ＠ T  5 米とし、コースは9コース、巾2米とした。

構遁にづいては競泳池と同様鉄筋コングリート

造、壁休は上部7K面から 1 米下までは寒水石の磨

宮出しとえ工し、下部は白色のモ Jレグル仕上、床面

は白色セメン干モ lレグル仕上とし台及受石の部分

は黄金蔦石の磨ぎ出し仕上 として競泳池と区別 し

? と。給水についてぽ給氷口 2 ケ所により放水して

4 時間で満水し、排水は堀川へ12吋管を直結して

行い2米まで、は自然流下、 2米以下陰ポンプ15馬力

3台と3馬力1台にて4時間にて排水する設備と注ク

ている。

競泳池と飛込池で2万4千余石と云う 水 量と主主る

ので循還給水口 12ケ所を設けてポンプ室迄 の配管
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を完了し、将来いつでも滋遁装置が出来得る様に

してa ) る。其の他両池共オーパーフローを研究し

て波の打ち返しをなくしたから泳者が疲れる障碍

がなく君主てった。

4. 飛 込 台 ぽ 飛 込 池 の 北 側 中 央 部 に 臨 ん で 設

け、鉄筋コングリ{ ト遣とえ主し、板飛込台3米・ 1米

2 台と高飛込台( 正式用) 1句t ・5米( 練習用) 7  

米50 ・3米50及2米50の七種類よ b 主主 b 、飛板の支

承装置はとれを前後に移動して飛板の反動を容易

に加減し得る様工夫された7]( 蓮苦心の新型考案に

よるものである。

5. 観覧席は馬蹄型とえにし麓泳池及飛込池を繰

って造られ鉄筋と木遁. 1 : ) ) 主主 b 、鉄筋スグンドは

さをく新らしい構想で死角が全然主主く、中程の階段

で上下屠を結んで、い るのも新式で、ある。高さ 17米

巾25米延長20旬択、面積立00坪で牧容人員 1 万7千

人、木造スグンドの方は高さ 9 米、巾 13米延長60

米牧容人員は5千人である。

6. 電気施設は周囲スグンドの上部に投光器8基

〈東俣! 14基酉俣l外基〉にて200ボルト 1キロワ y ト96

個及100ボルト 500ワァト 6 債と 100ボルト 1キロワ

y 下4個を有し20ワァト埜光澄34. 7所2組其の他7](

中照明100ワ y ト9個及ネオンサイン室内怪等であ

る。

英他プールサイドは 3米乃至12米50でコンクー

リ干舗装を主主し一般市民に解放された時ぽ河童 1

千人の甲羅干しも可能で司ある。叉シーズンオフの

時は映画拳闘其の他に使える様、リグリエーシヨ

ン的主主利用債値を加味している。

以上とにかく工事期間としては4月1 日に着手し

7 月31 日の短期間を以って完成せねばならぬの

で、建設工事は各局課に施工区分を行い、何れも

突貫工事で工事場は全く磁場の様完工活況を展開し

各関係者にとって実に察し難い苦労があった。

く筆者・大阪市土木局緑地課長〉

大 阪 プ ー ノ レ 施 工 に 就 い て

扇町プールスグンド新設工事の入札ぽ昭和25年

4月25 日午前10大医市調度課に於て行われました

が 第1、2回共予算超遣にて其の結果は次の透 bで

す。

業 者 名

鴻 池 組

庖 島 建 設

清 水 建 設

奥 村 組

大 林 組

銭 高 組

大 成 建 設

松 村 組 2，63o万円 2，391>万円

竹中工務唐 2，000万円 2，440万四

第二回入札するも予算超獲にて当祉を除き他赴

全部辞退弊祉と話合の結果、詰負金式千五拾万円

工期七月三十日にて決定を見ました。

弊吐えとの工事施工の御下命を頂きま して実際

の施工計画を立てて見まナと重大主主見込遣いがあ

る事が工事着手前に発見されました。それは第一
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第 一 回 第 二 回

2，4oO万円 2，298万円

2，478万円 2，41o万円

2，480万円 2，400万円

2，49o万円 2，414万円

2， o20万円 2，440万円

2，o30万円 2，420万円

2，580万円 2，388万円

烏 民野 男

に工事が余 b短い事と、との工期内が梅雨期であ

るのでとの難闘を突破する震には、工程計画還り

日々割当工事量を仕上げて行くよ b 他泣いと思い

まして先づ養材、転選、労務等精密主主る日魯j工程

を立てました。

更に時局下経済方面の制度等を想像を併して、

木工事の震充分程資金計画を立てました。総てを

計画練上に乗せる可く細心の注意をはらいました

。との工事が出来主主ければ、園際水泳競技に支障

を来し、一人弊祉の不名誉のみ主主らず、園際的にも

日本土建業者の信用の失墜とI i る事をおそれまし

た。実際工程表を作成殺します時に契約工期は九

十日間あ b ますが、着手準備に一週間を当て七月

十五日完了予定に回途を決めまナと、実際工事日

程は六十九日で、ナ。其処で一応六十九日間で日割

工程表を作成歌しました。工事費の計算を致しま

すと、少くとも 2 5 %、中頃に見て3 5 %の欠損が出

る事と主主りましたので現場の責任施工金額を赤字

2 5 %として現場主任に交附致しました。



穆倣関係ぽ二十一切のエレペーグを三基建て之

官毎日二基宛穣動させ・る事にえに b ます。すると仮

設材料の中仮梓は接触面坪12，000坪のさを部を持ち

込まねば撤却期聞が主主いので結局1 1 . ， 250坪を使用

致し六割が権式でありまナ。コゾグリート謹のス

グン下部分の苦負金弐千五拾万同の中、仮梓材の

購入費が3 5 %に上昇致しました。そうして毎日々

日々苦手l工程に間に合わぬ日は残業叉は徹夜で仕上

げを行いました。結果からは、毎日午後十時迄晴

雨に拘わらず、作業時間と友 P1誌に総出場人数23

68人一人2 j ! - 均出場一日 340人最盛期は450人の出場

と主主 b、夜業点燈の電力と工事機棟用電力が実に

3' cの様にえi : : T ます。

る 月 lE月 7月

点 灯 動 " kw 1638 :3360 ]980 

動力用電力 k w  "3310 -4140 2640 

点澄電力7，000kw: 動力の70分と云

う激しさとえ主 b ました。夜業用弁当

志卒均一日 240 食の衣食と主主 b まし

? とが、との電力使用量に正比例して

工事も順調に工程遠 b毎日実行致し

ました。( 計画及実施工程表参照〉

吠に苦労致しました事は出場人員が

謹 3訟を来して能率がぞんぐん低下を

燕し之も各員の督励に依 b まして辛

うじて支えた紋態で‘ ナ。縫きました

事は鉄筋コングリー下遁建設に各職

工共に熱線工の少い事でき ｾ� ます。

仮梓工の如きは最盛時一日 2白 人 出

ましたが昭和九年頃の専門大工の能

力を持てつものは総数の1 5 %、八、九分

の能力か3 0 %、六、七分の者カf・2 0 %残

三割の分が 5 %以下のものでした。

計

6078 

10090 

コンクリート打工も未熟で思う能率は上げ得ら

れず、之も昔時の七割以下の能力しか持。てお b

ません。以上予定tとでは、熟練工5 0 %，不熱工50

% でしたが結果は熟練工1 5 %、不熱工8 5 %と云う

能率しかない事とえ主 b まナ。斯t業主主苦労を致し倫

且ヨ関係者一向の心からたる御協力の結果漸く七

月二十五日完成を致しました。

との際紙上を通じまして厚く御礼申上け・ます。

従てって工費を度外視しての施工の錦、予期通 b 工

事成績はもちろん昇 b ませんでしたが、園際試合

が何の支障も来さず終了致しまして嬉し〈存じて

お b ますが、予算の者jl 合上内外装が中途で置かれ

ました事は残念で、ナ。

右感想、のー粛を並べ御参考に供し度く存じま

す。 く筆者・鴻池組取締役工事部長〉

大阪ブールスタンド工事綜合工程表 (皇居裂ZfA)

同

月

ハ
ふ

U
7月

¥} 20 
. 。包。

リノリユーム

理 想 的 床 材 料

リノタイル

特 製 Y ノ Y ユ ー ぶ 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場 兵 庫 牒 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 話 伊 丹 1 ・51 ・69

大 医 事 務 所 大 医 官 臨 京 す Jレ 東 京 支 庖 東 京 童 顎 統 府 議 日 ゼ J レ
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場球宮の

7f; . :  

オ司な

士

口

を対角線し? と菱形I : C 近く四辺の直線を各その入角

を円弧で連結したものである。外野のフユンスが

直観であるのはフ 7 ウルラインから左右両翼の後

方にがけて飛球が本量打に主主る喜容が多く中央が深

〈主主っているのは打球が中堅手を抜いた時ラン=

ングホ 戸マーとえ主る可能性が多い訳である。

グラウンドの構造に就いてはフユンスに浩て表

土下にE言葉を設けた他に、グラウンド一帯に警告j栗

石を填充し? と排水溝を設け其の上、内野は一面に

割栗石を敷き詰め更に決意i : 敷き均し、表土は

神戸布引の山土と粘土質でた主い普通の山土それに

川砂を等分に混合したもの十糎敷均しローラーで

駿圧したのであるが雨水の浸透も弾力も良好で、あ

事

詩
下松

日本生命森の宮球場は大原市内大医按の東南に

蓮る丘陵地帯の一端で西側一帯が高 〈東側へ低い

傾斜地に設けられたもので・、敷地は約一万一千坪

大体方形で東端と西端で約九米の高低差が ｾ� そ

の地勢を利用して西北寄 b に本盛を設け本盈から

左右両翼のフェンスまで、三百択、セングーフェン

スまで四百択、 パァグネ y ト迄六十択のグラウン

ドを遁 b、その堀撃土約一万立坪を外周に盛土し

て観覧席とした。

ネ y 干裏には新聞配者席、ラデオ放逸室、場内

放詮局、審判員控室を設けグラウンドの外部との

出入陰地下道として何れも鋼筋コングリート謹り

る。

外野は炭殻敷均しの上グイヤモンドを中心に外

周に向てって二百分のーの勾配をつけ、山土十糧敷

き均し張芝σコ上ローラーで緩圧1 : . - 1とのである。

観覧席 内野観覧席は床をコングリートブJ l '}I 

グとしその上に木製の座席を設けたのであるが、

前述の様に盛土の上に直に施工するので盛土の自

然安定の沈下を待。時日がえ主くその盛土沈下の影

響を受けぬ様に十五尺間隔に観覧席の勾既の方向

に鯛筋コング羽ートの大梁を設け、その梁下には

土管を堰枠代用とし? と鯛筋コングニート桂を旧地

盤から建て大梁の支柱としたのである。そして大

梁と直角に各座席毎に同様の小梁を架け、その上

に木製座席を耳X t-:::>けたのである。床をコングり

ートプロ y グ敷きとしたのは盛土の沈下に依って

生ずる床の凸凹を容易に修正出来る様にした震で

ある。

である。

観覧席は内野席は床をコングーリトとし牧容人

員一万三千人、外野席は一万人で芝生のスロープ

である。将来第二期工事として内野席を拡張した

場合四万人を牧容できる様にその余地を残して計

画実施したのであるが、地勢の利用に依って牧容

人員の割合からすれば工事費は小額で済んだので

ある。その代 b 卒地に建てられた球場の様主主景観

は見られ主主いが今後もし地方に球場が建設される

場合との程度が丁度手頃だと思うのでその大要を

記ナ次第である。

グラウンド 大医附近既設のグラウンドのz f ! ' 面

形は団扇型たのに対し、本球場は本塁と外野中央

スコア ーポーJレドは #' - 1レ

のカウントとアウ干の標示をネオンの数字で表ナ

事とし、ネ y ト裏の役員席から直接操作され別に

同区聞に直通電話を架設し? と。選手の打者順はス

コアーポー Jレト内に操作盤を設けスイァチに依る

電灯の点被に依ヲて標示する事とし、その他の文

字盤は人カに依って掲示されるのでちる。

スコアー# ' - ) レド

及

場

場

:

工

工

語

家

川

本

束

中

船 橋 工 場

内

所

30 

ヲFγ ジュ・ 1'. ア ー ・ ジ ヤ γ タ ー

鍍 金 製 品 ・ 自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・ 発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大阪事務所 大限市西区江戸堀上遇二ノ五七

電 話 土 佐 堀 @2  1  8 8 番

東京都荒川区三河島七ノ七八O

電 話 下 谷 8 1 5  ＵｾＸ＠ 1  5  9  

東京都葛飾区奥戸本町- 0 0 0

電 話 本 国 190 ・196 ・1018

千葉鯨枯擦市海紳町二 ノ三五O

電 ，話 船 橋 5 0 9 - 5 1 1

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 二 ノ 三

三菱新館内電話丸ノ内973・4501

ノ

業

丸

営



場 内 放 送 設 備 其 他 パ ァ グ ネ y ト裳のラヂオ放

f詮新聞記者席等は外部からの有線電話の接続の潟

内線を設備した。場内放選室には二百W 増 幅 器 を

設置し、マイグロホンを五個まで使用し特られ、グ

ラウンドから放謹もレコードの演奏も行える。ス

ピーカーは球場の周辺に十六個取付け試合の開始

及終了はモータサイレンに依る事とした。給水設

備はグラウンド内に散JK栓五個所、選手席審判員

控室に給水設備を設け、内野便所ぽ水洗式とした。

グラプハウス 木 造 二 階 建 一 階 に は 吐 究 室 食

堂ロ y カー室浴室等を設け二階段選手の宿泊が出

・来る様にした、其他場内に賓庖倉庫等を設けた。

結 び 敷 地 が 鞍 災 の 住 宅 地 跡 で 石 積 の 崖 や

建 築 と 恐 怖

曾 我 部 幸 雄

小学校に仔ってるE賞、学校の近〈に芝居で名高い阿波

の十郎兵衛の旦って居住していたと云号、十郎兵衛屋数

と云ち c があった。その建物にお化けが出ると云号ので、

笠間なら出ないだろろと云ちので、小学校 2 年生だった

私は悪童共4，5 人を語 らって、長 Y 笠間出かけた事があ

る。

広々とした敷地に平家建の頑丈な建物がシゾカ γ と春

の陽射一ーの中に静まり返っていた。雨戸が全部閉って

るので中を現ふ由もない。只板戸に節穴がるるので、実

処からなら内部がのぞけるo V おい ! ［ｰｾ Ｇ 穴から中を

のぞいて見よろグと云号事になって、ジ1 - : / ケゾをした

結果還悪〈私が当った。友達の背を借りて雨戸にしカLみ

ついて私は中をのぞいた、ビロウドの様な暗黒の中から

私は何を見たろろ? それは直節句二寸佼いの大きな眼

カ靖閣の中から燭 h と私をにらみ返していたのである、

F ウワツ! V と友達の背から転がり落ちて後も見ずに逃

げ出した。筏りの慈愛共も私に続いた事勿論でるる。

今考えるに、英の限¥' t 節穴から覗いた私の限玉が内部

にあった障子の硝子か何かに反射して 5，6倍の大きさに

成って私を脱み返したのかも知れない、が考えて見ると

十郎兵衛の住んでいた頃にはまだ硝子障子はなかったろ

号し、いまだに私¥' t 不思議な気持ちである。もろ十郎兵

衛屋費もない、玉造一帯ぼ全部駿踊} こ麗かれて昔の悌lま

ない。

少年雑誌によ〈迷路の懸賞問題が出ている。曲りくね

った絢遣の複雑な凶が示してるって、何のf置を遇ばれ目

爆弾跡の大水溜 b等が数個所あ b上 下 水 道 の 移 転

地下埋設物の徹去等工事はかえ主り厄介主主ものであ

った。場整地盤の三分の二位から軟弱注粘土居と

Il: b プ Jレ干ザーの使用が不可能とた b 其後は専ら

人力に頼らねばならぬ事とえi : b 、加うるに屡々強

雨に見舞われ、ますます工事を困難たものとした

。然し大林組工事関係者の重夜粂行の努力に依てっ

て三ヶ月半の短期間に工事を完成したのである。

開場式に続いて職業野球の試合に超満員の観客

を蓮続牧容し? とのであるが総てにわた b 何 等 の 支

障も衆? とさ泣かったのは大林組並に三機工業工事

関係者の誠意ある施工の賜物である、支支に深甚の

謝意を表す7 . > * 第である。( 筆者・日本会命営繕課コ

的の宝物のか〈し場所え行けるかと云ちられである。ど

れもこれも袋小路で只ーつの這のみが貝的地迄続〈ので

ある。この迷路の起源は、たづねれば遠〈ヱヂプトの昔

にさかのぼる。古代ヱヂフ・トの迷路と云ろのほ王鹿のミ

イラの安置所で多分に宗教的の意味を含んでいたらし

〈、ー定の面積を最少の費用と労力を以って出来る限り

神都に祭般に治るたゐに何A かの考え出した賢こい方法

であったにちがいない。無数の細道に区切るのだから僅

かの面積の中} こ何キロと云ち長い長い'J i ! 秘めいた参詣の

道中を塗る容が出来るのである。へロドタスの書残した

ヱヂプトの迷路は石迭のー大建議物であって地上1500、

地下1500の小房に別たれ通路には無数の彫像を並ぺ誠} こ

雄大複雑を極めたものの自である。

西洋の王様には日本と異って仲々多趣味な王綴がらり

迷路遊園の代表的なものとしてはウヰリアム三世時代に

或る技師の設計に依ってハムプ νγ 宮殿内に作られた扇

形の迷路がある。とれ陪勿論王線の御趣味の表われでる

り独りハムプ νγ 迷路に限らずジヱームスー散なども、

どちゃら同じ趣味の人であったらしい。迷路の涜行は必

鮒' : J ) こ、それを無事通遁するものが発明される。腕謎

路の中に一つ二つの島を作る事に依ってー暦迷絡を複雑

怪奇化せしめる、英の結果その島をめぐって永久にーヶ

所をドウドウ廻りする事になり' 地下の石迭の迷路なん

かだと皇室に餓死してしま号機な事になる。

小設でほ森欧外の名訳グ 即興詩人 f の始めの所、に主

人公がフェデリコに伴われてローマのカタコウム} こ入り

暗黒の中に道しるべの紐を落じて死の恐怖におの与〈所

が突に巧に捕かれている。亦黒岩涙香訳の Y 幽霊塔 2 の

建築技師が自ら作った迷路に迷って助けを求b つつ悉に

塔の地下で死んでしまち、英の悲痛な叫び斉が数日に亘
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って外へ聞こえていたが. 迷路の入口も出口も知らぬ外

部の人主主にほど 5ずる事も出来す二日毎に弱って行〈悲

鳴を固唾を呑んで聞かねばならない血の氷る様丘恐怖が

捕かれている。

暗室の恐怖。ポウの Y ザ、ピy ト7 : / ド、ベシデュラ

ム F に出て来る長官音な地下室へ一人の男を押込める、そ

れは四角な墜と床の外に{ " i : ドアも何もない部屋である。

押込b られた男はそこが部屋か何かまるで知らない、彼

{ " i : 先づ手採りで墜に塗する、それから要心深く、ノロノ

ロと墜に滑って歩き出す、 一つの曲り角へ来る、叉歩き

出す、二つ自の曲り角、ｾに三つ目の角、四つ目の角に到

って彼は部屋を一週した釈である、而し彼にはそのピロ

ードの様な暗黒の中では全〈何も見えない。第五の角へ

来る、これは既に通った第一の角だけれ共彼にはそろと

は恩われない。そして彼は続いて第六第七第八と永久に

歩き続ける、第8の角に来た時彼はとの部屋は八角形の部

屋だと恩号、第16番目の角T - ( i ; 16角の部屋だと思号、そし

て歩〈に従って角は増し部屋の広さも培して行〈。遂に

彼の頭の中では無限に宏い無限の角を持った多角形の部

屋が想像されて来るのだ。建築の酸し出す暗黒の恐怖で

ある。とれと同じ様な感覚を与えるものは日本} こもるる。

私は験守中 5年間信州で軍需工場の建設をやっていた

関係で、業頃の豚隠所在地の長野市へ度々資材の申椅等

で出掛け、善光寺際へ参詣する機会も度々あった。英の普

光寺綴の本堂の地下に戒壇恩り と称ずる精道がるる、信

者に云わせるとイ中身勿体をつけてやかましいーものでる

ハ ガ キ 投 稿

る。 ーつのスロから地下へ入って亦元の所へ出て来るの

でるるカ避が両側にあって迷号事はない、中へ入ると全

ぐの閣でるる、: < $ : 当} こ何も見え泣い、触感がるるだけで

ある。右の手を壁からはなさず蝕り乍ら準tr壁の所h に

太い柱が出ていて右の方へ曲る角度がついている、その

柱が何本もらる、吾々は 4;<転の柱を過ぎるとそれで} 周

してしまった機な錯覚に陥入る。それが何本もらるので

幾周もした様に思え、且つ暗道は? 雨傘きの如〈なって中

芯へ中芯内選んで行〈緩に感じる、パッと明る〈なって

元の入口へ出ると非常に変な気持ちでるる。ほっとす

る、気の弱い人は脂汗が出るだろ号、あれでたった一周

した切りあと驚かされる。正に建築が生む恐怖のー種で

あ不。

伊藤忠太先生のお話に依ると、ベルシ+ 人の一族で・ら

るパルシ一族ＨＢｩＺ今も街頭固な非火教徒でｾｉ＿，同族の死

屍は凡て禿l I v類に喰わせて葬いにする。彼等の主義か

ら行けば屍を土葬する事は土を汚し、火葬すれば火を汚

し、水葬すれば水を汚し、風若草すれば風を汚す、I l Pち地水

火風の宇宙の 4 元素は紳聖清浮でるらオ必まならぬ。斯る

主義に依り 、彼害容はー種の円塔獄の葬場を建て塔内に屍

を投げ入れる。待機していた禿鷹の群れは忽ち努降っ

て、死屍を瞬時に骨ザ三けにして 7 ' 5 。中でも印度のボソ

ベイにらるのが最も有名で一般に F タワーオグサイレy

ト v ( 寂塔〉と 呼ばれている と云号事でるる。との寂答

などは建物英のものに陰惨な彫と、恐怖をまとい付けて

いる擦に思えるのだが…。 〈筆者・日本建築協会正会員〉

( 一 会 員)

新らしい記事掲載其他 にづいての希望

く1) 金給 bの現在建築事業界も不仮につれ首切 b給料の遅揚が続出之害事嵐の内にある会員も相当多しと思わ

れます。本誌が労重量相互に益する記事は勿重量之等労働問題の研究積極的には仲介の労をとる機関の設涯

を考へて織きた い。

くり 新らしい工事の ニ;;:L'_ スが欲し L、。竣工したものは傭来遁 b として之れから着工するもの、骨十嵐あるも

の。

く1) 建築の法裁のニ ユー ス記載が遅らないでせうか、 もっと早〈出して織きたい。

く1) 建築材料広告をもっと広汎に数多〈載せる様努力して鍛きたい。

|法 腐
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熱ポンプ。式暖冷房装置と給湯装置

*  
かつてリーグース・グイジェスト誌上に「火の

用 い泣い俊民装置」と云う表題で最l l i : ' } 択閣で行わ

れだした冷房用冷凍機t : : 冬期暖房用に利用する所

謂熱ポンフ・式暖房法の記事が載っておったが、読

者の多くは冷いものを作る機棋が何で暖房に役立

てつかと疑問を起されたととと思われるが、同文中

にも「今日人々は不必要主主熱を捨て去るのに一個

の高償主主冷凍接置を購入し、ま? と不必要注寒気を

油、散させるのにもうーてつ別主主暖房装置を貿うが、

熱ポンプはーてつでとの二重の目的を務めるもので

ある」と書かれている様に冷凍機は由来温度の低

い処から熱を奪てって温度の高い処へ熱を吐出ナ仕

事をするもので、丁度低い処にある7. K をポンプを

使用して高処に汲揚庁て利用するのとよく似てい

る。

今迄人々は黙を奪う仕事の方のみを見て乙れが

冷凍機だと思い込んで、い?とので了 度 楯の牛面を見

ていたに遁き・君主い。他の牟面を発見 し? と人は九そ

100 年 前 英閣の有名主主科学者ロ ードケ Jレピンで、

冷凍機は将来有益主主加熱機とえ工るととを指示した

が時期倫早近年迄実行されなかった。

冷房が発達して冷凍機が比較的容易に安僚に入

手出来る様に主主ったのと、他方に燃料経演の問題

がやかましく論議されるに至り文化の進歩もカ目立つ

づて最近米閣では特に冷凍機戸利用の暖房装置所謂

熱ポンフ・式暖房装置の問題が盛K 論議され且ヲ大

量に実行に移されようとする気運に向っている。

主主お欧州lに於いても瑞西の如き燃料資源は貧弱だ

がヌk力電気の豊富えに処では乙れ亦相当大規模に熱

ポ. ンプ暖房が採用されており 、 瑞西. 辺 b ぽ一般に

夏涼しく冷房の必要が殆芝無い地方で特に盛に採

用され出し? とと云うととは如何に便利優秀主主もの

であるかを証明出来ると思、われる。

熱ポンプ暖房法ぽ冷凍機を使用し、屋外宰気を

冷し熱をとるか、井戸7. K 或は時に河川水、湖水等を

冷して之よ b 熱をと b 其の奪。? と熱を冷凍機の一

部をなナ凝縮器で放熱させるのであるが、その放

養 昭 和23年 8 月号

柳 町 政 之 助

熱量除冷凍機を運転するに仮 b に 1 キ P ワタト時

の電力を消費ナるとして接縮器からの暖房用放熱

量 は3乃 至6キロワァト時の電力を使う電気暖房に

匹敵するととにな b 、熱効率として300乃 至6 0 0 %

其作用は正に打出の小槌とも云うべきであるが、

とれば決して無から有を生ずる魔術では主主く熱底

は冷された2 ? ; 気或は井水等の持てっていた低温度の

熱を暖房に利用出来る程度の温度迄汲揚げただけ

のもので、汲揚げ作業に使用した動力も熱に替っ

て使用が出来る、全部電化された暖房房置と云え

るもので燃料の補給、燃焼の手数も省け煤煙の発

生、1 J < . 塵の始末も喪主主く而も電気暖房の数分のー

第

プ
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第 1 図は揚7I cポ γ 7 ' と熱ポゾプとの動作ぞ比較した

き宏明図で、揚* ポ γ フ・は一定揚水量に対して、揚*

高が増加すると、所要動カも増加するが、熱ポ γ ア

も亦同様に一定の汲揚熱量に対して移動温度差が有

力 ｅ すると、所要動カｾ増加する。但し揚Ｊボ ｙ プの

効率は揚* 高が愛つでも、大体6 5 %内外で殆ど一定

でゐるが、熱ポ ν フ・の場合には、移動湿度差によっ

て熱効率の仮に大差を生子る。

お



の電力消費で間に合うと云うに至てつては誠に申し

分のたいものである。

熱ポンプ式暖房の熱源としては空気、排気、井

水、河川水、湖水、海水、ｾｆＷＱ＼、土壌、太腸勲等

到る処殆ど無眼にちる。杢気ぽ必ず何処でも得ら

れる熱海、であるが暖房を必要とする時期には温度

低く且てつ温度に変化多くして使用し難 〈熱効率も

300%前後の低率で‘ るって 比較的冬季気温の高い

地方のみに遁ナる。井戸水陰湿度ぽ15度内外で、而

も温度に変化齢〈熱効率も 500- 600%に逮Lイ尋て

最も理想的の熱源であ b 確実に一定水量が湧出す

る井戸があれば恰も自家用茨舗を持っている様た

も の で あ る 。 毎 分 1立方米の湧出量ある井戸水

を熱源とする場合に電力に換算すれば 1 日 に 約

20，000キロワァト時、又上質の石炭を燃焼すると

して1 日約4噸の石茨に相当する。然し井71 < 陰何処

の土地でも必ず必要量が湧出するとは隈らず又湧

出ナるとしても水質の如何によっては使用不可能

主主場合もある。

河水、潟水は宰気と同じく冬期には気温が降

下ナるが71 < 量が豊富主主場合には水温ぽ気温程の激

変段無しささ気と具 b 熱容量が大たるため利用し易

く、弁71<r仁比較して熱効率iま落ちるが十分熱源rc

2主b得るもので、瑞西では3- 4度と云う様主主低温

主主河川71 < 、湖水が盛んに熱源に採用されている。

工場、浴場等から出る排水も亦貴重主主る熱源と主主

るとと勿論でちるが多く看過され易い。

井71 < の利用も一種の地熱の利用であるが、井71<

の湧出のおい場合にぽ第 2 図に示ナ如〈深井戸? と

設け71 < を汲揚げ使用するとと泣く再び復71<を行う

とか、ケーシングパイプの中で熱交換だけを行わ

せると合唱々の方法が講ぜられている。又地中に

冷媒コイルを埋設してコイル周囲の土壌と熱安換

面

を行わせる方法もある。地中温度陰地下水の温度

と同様数米の深さでは犬休卒均気温に近いものだ

から土壌の性質、主として合水量の如何によって

は恰好た熱源とたり得る可能性ぽ多分にあるが、

土壌の性質ぽ余 b にも千差万別であ b熱伝導度等

の研究も今後に残された問題と思われる。

最後に残された熱源として太陽熱の利用があ

る。空気と同様に太陽熱は殆ど如何主主る土地に於

いても得られる熱源であ b 、地表上に受ける太陽

熱は厳寒の候でも晴天の日には毎卒方米 1 自に付

き4000キロカロリー内外と云う莫大なもので、と

れを上手に熱ポンフ・の熱源に利用ナるととに成功

すれば屋根面に受ける太陽熱のみで3- 4階建の建

物の暖房熱源として十分である。唯太陽熱の受入

れは日照時のみに限られるからとれをある遁当主主

方法で貯離して必要に応 じて随時使用ぱ与る方途

を講ずる必要がある。太陽熱は高温度にとれを捕

集しようとすると能率不良に陥るも‘ ので、従来多

くの人々が失敗したのも乙の点にあるが、 20度位

の低温度で捕集する主主ら比較的簡単君主凍置で能率

良〈捕集出来るからとの低溜熱源を熱ポンプによ

b 夏に昇温暖房に利用すればよいので、あてつて、熱

効率の値も優に600- 700%に蓬ナる乙とが出来る

優秀主主る暖房装置とたる。太陽熱を低温度に捕集

して熱ポンフ・式暖房装置の熱夜、とナるととは筆者

の着想発明ナる処であてって米厨では未1t. 此点I ' C考

え及んで・いえ主い様である。

熱ポンプは上越のように熱効率の値がナとぷる

偉大で、普通 rcぽ利用不可能の低温熱源の使用が

可能と主主る一大利器であるが、熱ポンフ・を運. 伝ナ

るに電力を必要とするから常に消費電力料金と利

用熱量を普通の燃料，を使用して発生した場合の燃

料代金主主らびに両設備による設備費、設備償却

費、人件費等を比較研究していずれによるが有利

であるかを決定したければ主主らない。 71<カ電気が

豊富で燃料費の比較的高僚完工場所ぽもちろん前者

がナ乙ぶる有利で診る。また暖房のごときは熱ポ

ンプ式によるとさをく同一接置で暖冷房ができるの

みえ工らず燃*3:. を要し主主いから燃料の貯灘、燃焼の

労力、次の処分、煤煙の害等が除かれるよう友利

点が伴主主う。

まず電力料金と燃料代金との関係についてのみ

計算して見ると次のごと く反る。石茨使用の場合



下会発熱量 6，600キ官カロリヘ燃偉効率 6 0 %、直接

電熱器使用の場合ぽ熱効率 100%、 熱 ポ ン プ の 場

合に綜合熱効率の値を300、400、500、600%とし

て 1，000，000キロカロりーの加熱に要する燃料も

しくは電力料金を失式によタて各車債を入れ算出

し? と結果を表示すると第 3 図のように主主る。

1，000，000キロカロリーの加熱費=

1，000，000x 皐 債

一 一 一 一 一 一…. . . . ・ H ・-…・ . ( 4)

発熱量× 効率

すたわち第3図によれば発熱量6，600キロカロリ

ーの石炭債格 1 噸当1 ? 6，000円り際に除1，000，000

キロカロリーに対ナる燃料費ぽ 1，500同で、 とれ

と等僚とえt る直接電熱若葉使用の場合は電気料金ぼ

1 キロワ y ト時当 b 128同とた b 、熱ポンプでは

熱効率の如何によマて次のごとくなる。

自匠

Ｑｾ＠

第 3 図

熱効率の偲

3 0 0 %の時

400 I! 

500 I! 

600 I! 

1加 熱 費 用 の 比 較

電 気 料 金

( 1キロワ? ト時に付〉

3. 8o円

5. 14 

6.40  

7. 70 

すなわち熱効率の値が 500%の熱ポンプ装置主主

ら電気料金 6. 40同の際噸 6，000円の石茨を用いる

接置と等値となるから電気代が 640円l : 1 ? 安けれ

ば熱ポンプによる方が経済的と云うととになる。

故に熱源として井水を使用出来る場合なら熱効率

の値ぽ前越の如く大体500- 600%であ b 電力料金

は平均してキロワ y ト時5 - 6同で得られるがら当

然有利で、 ilb )J， 600- 700%の熱効率の太陽熱利用

の熱ポンプ式暖房f ' L 於いてぽf訂更らで、ある。

上越の如き熱ポンプ式冷暖房装置は米閣や欧州

の一部では既に各種の大小の建物に多数採月され

ており益々その普及発遣が盛んと主主りてつつある

が、我菌に於いても十数年以前から実例があ b 筆

者が設計施工したものに住宅1 ( 約30坪〉喫茶底1

〈延坪約 120坪二階建〉事務所建築く鉄筋コング

リ戸ト建地下 1 階地上 8 階 延3400坪〉人絹工場1

〈約2000坪〉印刷製版工場 1 ( 約60坪 〉 等 あ b 何

れも好成績を挙げている。京都駅前にある洛賜ホ

テルく以前の京都電澄本社ピ Jレ〉はその- - : : : : : >で

第 1 表 京都電燈ピ J l / 熱ポゾフ・式冷暖房援置電力泊費量実績

電 カ 消 5費 量
( キロワ? ト時〉

時 期
送 風 機

一 ヶ 月 平 均 値

冷 凍 機 用

ボ ν プ 類

令 曹十

金程坪 l 坪 lこ | 有効面積 1 坪

対 す る も の に対するもの

昭 暖房新10月- 4月 113，100 125，251 238，351 10.  1  14. 8 

耳明

冷房期 5月- 9月 75，500 152，032 227，o32 
13. 5 19. 8 

12 

188，60"0 177，283 465，883 
一 一

年 1 ヶ 月 平 均
一

38，824 11. 5 16. 9 

昭 暖房期10月- 4月 10"7，400 148，401 2ぉ， 801 I  10. 8 15. 9 

和

13 
冷房期 5月- 9月 59，900 104，167 164，067 

9. 8 14. 3 

1 ヶ 年 合 計 167，300 252，568 419，868 
一 一

14 

年 1 ヶ月2 J ' . 均
34，989 10. 3 15. 2 

以
暖房期10月- 4月 110，250 136，826 247，076 10. 4 15. 3 

上

冷房期 5月- 9月 67，700 128，1∞ 19o， 800 11. 5  17. 0 

手

均 ー

1 ヶ 月 平 均
一

36，9::>0 10. 9 -. 6. 0 
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3，400 坪のさを館が冷房用の冷凍機と弁水とで完全

に暖房され建設以衆13年になる。冷暖房に要ナる

電力も次の実績表よ b知られる遇 b・驚くべき小額

である。冷暖房の有効床面積1坪当 t 1ヶ月平均冷

暖房共約 ＱＵｾＱＶ キロワ ｹ 下時で済んでいる。

当時此等の実績発表された時、新界の耳目 1とそ

ば? を? とせ注目を引いたが満州事変の拡大第二女大

敢に突入の時期に当 b熱ポンプ冷暖房法の発達も

気遣を肉え主主がらにして途に中絶の止むなきに至

っ? と次第でちるが、今後復興の嘆にほ我閣の閣放

に険金く好遁の装置であ b、太陽熱を熱源、として

利用 Lイ尋る時特に我国の暖房用燃料の節約に役立

。処大主主るものあるを期待するものである。

熱ポンプ式暖房接置が可能主主ら熱ポンプ式給湯

装置も勿論可能であ b、既に米閣に於いてぽ冷凍

機? と使用する熱ポンプ貴島沸しか実用に供されて

お b300%内外の熱効率は優に得られる。暖房と

同じく太陽熱を利用すれば 500%の熱効率除得ら

れるからとれも他の燃料による必要が泣くなる。

一日も早〈暖房給湯用の燃料除総て火力発電に

使用し発生し? と電力を利用して井7. 1 < 若しくは太陽

熱利用の熱ポンプ式緩房並に給湯接置を採用し綜

合的に燃料の節約? と計ると同時に煤僅から免がれ

1 : A ! 1 1 f の無い衛生的都市の出現を希望して止ま主主い

次第である。

設備費の点では普通の暖房装置と比較しでは九

そ2 倍近く主主 b 一寸問題とな b粂ねると思われる

が熱ポンプ式とすれば冷凍機を必要とするから冬

季の暖房のみ主主らず夏期の冷房も可能と主主るとと

勿論であって、最初から冷暖房接置を設置する

予算たら熱ポンフ・式暖房としてもボイラーや煙突

等の二重設備を必要としたいから設備費も普通の

冷暖房接置と殆ん芝遜色が無い。瑞西では殆んど

冷房を行う必要の泣い処であるが燃料高で電気安

のｾめ、従来ボイラー設備のある暖房接置にわざ

わざ冷凍機を増設して熱ポンプ式に改め而も低湿

なる河川7. 1 < を熱源にして且つ採算がとれる猷況と

云われている点から考えると我国でも設備費から

見ると冷暖房装置とするよ t l 会安債で潰む熱ポン

プ式暖房装置として冬期だけ使用ナる設備として

も熱源として豊富主主井氷又ぽ太陽熱等が得. られる

J j : ら実現出来る問題と思われる。普通暖房装置の

設'育費を 100 とすれば熱ポンフ・式暖房装置の設備

費は200- 250、熱甘さンフ・式冷暖房装置の設備費ぽ

300- 400と見て大差は無い。

く筆者・高砂熱学工業株式会社社長(

簡易耐火構造施工法テキスト分頒

去る 8 月末及 9 月始め敬育災害委員会合同にて上記講

官会ぞ開催、大阪約300名、兵庫支部約100名の総務者ぞ

得?こ

伶 lま此のテキスの残部が有 b ます故希望の方は下記に

よ h申込まれたし

内容建築構造一般とプロツグ建築

簡易耐火構造その他に就いて関係法裁

アサマプロック建築

アツジユコ: / t ; ' リ 戸 ト建築

サカミ式鉄筋コ γ .tJ'lJ - ト構造施工法

佐々木式プロック建築

徳群式鉄筋コ γ グリ ー ト建築

パスキゾ構造に就て

B 5号制頁実費分鍍主主料共 ￥100. 00 

鶏檎崎明沼血 ZL 私物n

負請
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アメリカの鐙光灯

の 灯 具

宮 島 久 七

( 5 )  式J HJ ; 自 制 品 品 化

アメリカに放行し? と人の報告に、夜間放客機が

大都市に近づくと夜空が畳間のようえE白い光に反

映 し て と て も 美 し し 回 合 の灯と遠くからすぐ識

別カ? できる、といった話がある。

いまアメリカの盛光灯の照明にどんな灯兵が佼

われているか二三の例によって御紹介してみる。

1. 近代的な) 1 ，. ーパー附の灯具

( 40w 4灯用 の蓮続〉

天井にとの器具をち、かに取付ける、白 色に仕 上

げられた裕子型の Jレーパ ーがてついてい る、 Jレーパ

ーぽランプが直接自に触れるのを防ぐ とと、光を

一屠軟かくするとと、天窓光識と同じよ. うに均一

主主光を投ずるととえ主主の理想的主主効果を与える 。

とれが豪華な使い方としては天井全面をルーパー

にして全面均- i ; t 光が投げられるようにしたもの

もあるが、普通ほ帯扶に天井内! ' c 埋込まれる、と

の場合新築のときは施工し易いが、既存建築に 主主

ると 1. のようた直付型の灯具が使い易 い、いかに

物童豊富なアメリカとは云え、盛光灯化のため一

々天井を，ぷちとわすわけにはいかたいから、い き

おいとのよう主主灯具が選ばれる傾向にある。乙 与

で注意を要するのは両縁の曲面が合成樹脂系の透

明材料を用い上方にも光がとどくように主主ってい

るととで、ある。

2. 家庭向きの灯呉 (40 w4 灯用バ イプ吊〉

住宅にとの種のものが多く 使用される。曲面の

材質ぽ官官記の合成樹脂系のもので、光を拡散させ

るために小さい山形をつけてある。そのほか花や

葉模様を図で表はしたものもある。との材料が 目

下我簡では安僚に入手でき主主 いのは甚だ残念であ

る。 2 で注意する点ぽパイプ吊という型式で、 光

源は近い程明るい、従てって間接照明ぽ理想、であヲ

ても実際には経済的主主使い方としては光源、を下げ

る乙とが多ν、。そ とでアメロカでも直付という 方

法より多くはパイプ吊という型式がとられる。 叉

我菌ではパイフ. 吊、 チエン吊といえば言い合せ・?と

ように反射板をづけているが、 あれば工場周か事

務室用の照明法であクて、住宅にぽ天井面が民暗

になてコて部屋の宰気を陰気主主ものにする。

3.  うら J やましいカノ〈ー

とれも合成樹脂系の極めて軽そうえ主カパーの取

付方法を示したもの、金具の方も小型にまとめら

れて実にスマ ー トにできている。
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4.  すっきりしたパイ プ吊 (40w 4灯用〉

ランプをそのまム見せ? とすてっき b した 4 灯 用 の

もの、乙れ完工ら天井面も非常に明るくなる。両端

に線模畿を入れて器具の草調さを救てっている。と

の程度のものがあちらの一般家庭には相当普及し

ているものと思う。

5.  4 と似た例 (20w 3灯用〉

自分のものをもち出して恐縮主主がら 4 の 例 と 同

じ効果をねらてつて筆者の分で、遭っ? と灯具、期せず

して向型とえt ヲている。普通の町控室の広さえt ら

乙れ1灯で気持のよい光が得られる。

6.  学用器具の 1 例 ( 2灯用蓮続器具〉

チヨ ー グコイ ) v，点灯管、ソケットの 3 附属品

を最も要約して斑置し、 とれを多数ひ。づ? とり蓮結

し得るように考えてある例。 1 灯 用 程 度 の 取 付 箱

の犬きさで立涯に 2 灯用の器具に完工てっている。 Jレ

ーパ ーの内部には概ねとの程度のカツチりした装

置がてついている。

沖 縄 だ よ り 一一第 1 信 一

政 岡 基 女

四日空路沖縄小軍事飛行場へ到着。まで一週間たたない

削に或は無鉄砲かも知らぬが 7 レツシュな事t: けは確か

なので第一信を主主 b ます。

那覇のl l i J は金〈境野原で、 コゾグリ ー トの建物とコ γ

タl J - トの鳥居が目立つ。芳陵第一歩の印象は底究島と

殆んどB e らぬと云う ことでゐる。皇室路の棋は広き i o米位

ゐって 8 米位は鋪装しであり、自動車が織る様に走って

いる。道路に沿って、洗潔屋、車体の洗い亙が多い。

言葉は土地の人同志の会話は金〈わからな L、。之は腐

児島の比でない。標準の内地謡は行きわたっていて、そ

のアクセ γ トは之亦鹿児島とよ〈似ている。民家の復興

は大分出来てお b、名所に部落が出来ている。出丁の中で

は鉄板葺のもの、/1/ _  7 イゾグ、 カソパスのもの等がゐ

る。何れも皇室駐軍の廃材でゐる。木材が少いためく北部

山岳地帯を除き南部丘陵地帯には僅かな松があるのみ〉

遊も鉄板のものが目立つ。町はづれには萱葺も多い。査
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我 園 で ほ と の よ う に 鰐 接 し て 豊 富 に 使 う と と が

めったに泣いので、 とうした器具はあま b 発 達 し

て い 泣 い が、盛 光 ラ ン プ が 実 周 期 に 入 っ た と の 頃

設計関係方面からは笑外乙の程度のものが要求さ

れているのでは泣いかと思う。

与l上の例に1 : b  、 さすが聾光ランプの先輩? をけ

あって仲々立波注ものが製造されているが、必ず

しもどとの家庭でも lレーパー付の理想、照明をしで

いるわけで、はなく 、 在来の白熱電球のグロープを

取 b ぽづして、 そのあとに盛光灯をつけるという

程奮が多いらしい、その辺の様予が灯具の型によ

てつて覗い知るととカ宝できる。恐らく我閣でも当分

は理想的照明除利用慣値の高い銀行、百貨底、集

会 場、学校等に採用され、一般家庭でぽ4. 5の主

うえ主直接照明方法がとられるととム思われる。

( 筆者 ・朝日電子工業株式会社常務取締役〉

主草は四注で勾聞は内地同様である。鉄板葺の家は南九州

同様勾商Eが緩〈夙に対する考慮が扮われている。四注力Z

多〈 、入母屋もある。

入母屋高度風の位楚は之亦鹿児島と同様で、ケラパの出

は少い。瓦葺は煉瓦色の本瓦葺がこれは特色がゐる。棟

は雁振 bをのせM斗を? 務ます¥ 濠，p食でスム 戸スに塗って

いる。板も漆喰で作 b、1 " 9棟に獅子がおいてゐるのも

ある。ケラバ瓦も特殊役瓦ぞ用いす' 漆喰絵である。何れ

も風に対する考慮からである。拾栓が多〈打ってゐる。

代表的と思われる一つの家ぞ見たが防風林 lこかこまれ、

その中に二棟の建物がゐ七入口の近〈は二階建で一階

が石造、 二階が木造でゐる。之はー家畜小屋と倉庫でゐ

る。中島きがあって奥に住宅がゐる。

沖縄の; & は有名でゐるが、丘の中腹へ堀込んで築き寛

かな円形の石主主屋根ぞ有し、正面には唐破風扶の栂があ

って、出入口は人が屈んで出入 b出来る程度の関口がめ

b之に石の蓋がついている。内部は石長を? 致き壁も石造

で正面に石の階段完走の壇を投げてしてる。これは了反戦時

中の航空機のコ γ グリ ー ト有蓋掩体扶で外形は尾翼の方

ｦ［ｾ 正面になっていると考えるとよし、。

ヨたの使では之等ぞ写J R : によって紹介しようと考えてい

る。 く筆者・松村組常務取締役〉



建 築 基 準 法 と 都 市 計 董

考えて見ると、今から30年前の大正 S 年に始った市街

地建築物法が、今日向生き残っているというのカ勾之思績

な位で、今日の行政に不適だといわれるのは無理もない

ことでらるが、扱この市街地建築物法に代って愈々来る

十一月から施行になる建築基準法が、果して旧法に伶っ

た倣伎が充分あるであろろか2 来して新しい日本の建築

をリードし得るものか。殊に今日の者B市計闘にピッタリ

遁合しているものであるかどう‘か。こんなことを私は考

えてみている

先づ、建築基準法の立場である。建築といちものは都

市の構成夏素である。この法律 ｉｾ 何も都市に限って沼周

ずるものでないと言われるけすもども、その内容は完全に

都市の建築を対象としていると言ってよい。少〈も、都

市の建物を除いては殆んど意義が注いということが言え

る。従って、この法律l士むしろ都市計画法を母法として

始 b て存在憲議を持つものでーある。今日者t市計画法11:未

だ30年前の鐙で置き乍ら、この法律を先行させたとい号

ことは、色h の点で揃いのではないかと恩ろ。私はむし

ろ、都市計画法を先に新しい形態に改め、その都市計図

法による計画を実際の形に具現するた ｾｬ こ建築基準法に

よる行政がなさるべきでるったと考えるのでるる。

第二l士、用途地域の問題である。この法律l玄、従来都

市計画法によト都市計画.の施設として指定せられてい

たものを耳買込んでしまった。手続は都市計図法による

が、実質的な指定というものは建築基単法によっT やる

ということになった。これに就いて、都市計画をやる人

h の聞に強い反対がらるのでるる。これはどうしても元

々通りに、都市計闘の施設の中に戻して貰わねばならぬ

という要望でらる。併し、ｾの僚なｾＮえ ｬ 三私に限るかも

知れぬが、これはI D ?1全基準法が持つととも正しい一面が

るるという風に考える。

もともと、このt也被制という制度は都市計画とは別個

に考えることが出来る。勿論、都市計図に地域といろ観

念なしに、計画11 : 出来泣い。がこの場合の地域と、地獄

制といちものとは自ら別個のものである。多〈の場合之

を混同して論ずるから、 t也被制を都市計画法に返せとい

号ことにもなるのでるる。私はむしろ、従来の都市計画

が地域制を都市加設な りとしたところを是非改正して貰

伊 勝 通 田圭

いたいとさえ思ろのでらる。現在都市計画を具現するた

占うには、土地J投用による都市計画事業、区制整理による

事業等の所謂事業による芳法と、今日問題となっている

防火助成、住宅金融公庫の如き融資も亦その一極と見て

よいと恩ろが、この草委な種々の助成的手段による方法

L そしてこの所謂行政的手段による芳法とがあるので

ある。つまり、 t也被制は都市計画具現の一手段でるって

都市計画そのものではない。ころ考えるとぎ、用途地域

制は必ずしも都市計画} こ属することが巌絡に要求される

ものではない。今日の区劃整理事業の置かれている立場

と同じでるる。こーの点、今度の基準法の行方も怒〈ないと

恩う。

第三の問題t士、基準法の燦文でるる。罰則迄入れると

優に 102 僚にも渉るが、その様に細かに規制を必要とす

るものであろろか。私l京市街地建築物法に就いて、なん

とl際文の多い法律でるろう。なんと後に入り細にきbって

規定せられた窮屈な法律でちろろ。まるでポケットプッ

クの線な法律だと思ったものでるる。その感は今度の規

準法についてもちっとも変りはない。これ迄にしなけれ

ば、我図逮築は社会と誼合してf f . かないの，だろろか。殊

に、今度( 1 : 姉妹法として建築士法が出ている。之( 1 : 建築

技術者の資格を規定し、責任を明らかにしているのでる

る。か〈建築技術者の資梼と資任を明らかにして筒、信

用はならぬものか。採光王手だとか、詳細な携措だとかい

った、建物自体の要素で、他人の生活に霊長響の及lまない

もの迄も何故規定する必哩がらったろ 3。

更に詳細になるが、都市計画の立場で主な問題を拾っ

てみると、先づ建蔽率でるる。これは大分多方面からの

批剣の対象となってい易機でらる。併しその多〈は、住

居地域の感地面積から10坪を引いた残りの 6 割を建築面

積とする規定であづて、之カ覗駒こ於いて非常に態に温

ぎるとの批評でらる。これをその健、敢えて実施するこ

とにたEれば、都市によっては相当に多〈のポ適絡のもの・

を生ずることは想像し得られるが、それだからと言って

この取り方がし、けないと言ろことはいえない。この方法

( 1 : 京大の西山卯三博士の御設だそ 3 で、充分根拠のらる

ものであろろと思号。併し、実際の都市では従来そ 5懸

地[ 1 : 潤沢で泣いといラことは事実である。 10坪程度の也
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のはザラに孟J'. 示。そこで鞍災後( 7 : ころい号零細な底地を

整理しようとして、特別者jl 市計図法によって復奥土t也氏

InU整理をやる際に30坪未満のものを一応な〈しよ号とし

た。現在その努力・うｾ，われつつある。完全には出来たい

としても、相当にその方向に成績が挙っている。ところ

が、か〈頭地の湿ノj、のものを整理しても、それを利用す

るときに、幾っかに分割して使用しているので、一向に

実効( ' 1 挙らぬことにたった。建築の取締に欠陥が怠るか

らでるる。欝類の上では一つの感地に3 0 %の建築面積の

建物うZ建ったことになっていても、事実はその同じE現地

内に何軒もの建物がピツシリ建っている獄態でらる。特

に東京大阪などカ ｾｆ 這いだろ号。折角復興事業に多額の

費用を注ぎ込んで、その結果がこの践に何等実績が挙っ

ていたいということは由 h しい問題でるる。

それはそれとして、基準法の採った建蔽寧について批

判を加えるならば、住居地域内の前詑の方法1;: 係らず、

商業地主主になると、単に感地の 7 衛施主主てらかj 、さい建

物では格段に差がるるといちことに睦む出来ない。住居

地域内でl士、12: 1 : 平の家を建てるに30坪の敷地必要るのに

対し、商業地主主では18坪あればよい。 15坪建売ごるとして

も20坪ちょっとられば建てられる。 15坪程度では、それ

が庖舗であっても住居併用であっても住宅に違いないの

に 、 こちい Ｖ 大 ｾｴ ｊＺＮ 差異が出ている。むしろこの 方 が 、

都市計聞にとってはやり緩いでらろ号と思っている。 も

っと根・本的には、建蔽率と用お也主主iiitJ とを併用させたと

ころに総点があり 、これは行政的には便利であるかも知

れぬが、都市計闘には辛いものと言わねばならない。

次に用途地域から、原動力馬力制限を抜いたことも 大

分問題の践である。併 L 私( ' 1む L ろ之を卓見であると恩

号。察するに 、 ｭＺる癒の工業はそむ規模 、 義ｾ態などが馬

力 数によって剣定せらるべき ｆ で 、 ｦ ｦｚ言Ｚを床面積でＨｾ正音色を

得ないといちととと 、 叉或ｾ種の工業ＨＧＱ馬力数大なると

き、騒普その他の突安が大きぐなるものだ、 といろのが

馬力法制J j cuを抜いたことに対立する駁論でらろうと思う

が、私はそれ程工業を第廊に規制庁る必要はないと忍

号。工場の規模を場大L ないてど、馬力数を増加する場合

は充分考えられるけれども、そろ突飛に増大することも

t : r . かろろし 、多少の培大は工業の質の向上と見て、む L

ろ歓迎すべきでらって、いささかも害患でらると考える

必要はない。従来この程の制限で窮屈にされていて、イ中

びられなかった工業の形態は、之がなくなったた b に質

を向上L て行くなら結構だと思号。

そんなことより 、私の一言言いたいと恩号のは、建築 の

形態制限の方でるる。函積の方では建弊率あり 、容積率あ

り、 高さの方では最高限あり 、道路巾による制限の所謡
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斜線制限あ旬、叉高最低制限あり、実に多岐に豊島ってい

る。之が用念制限とからんでいるのだから、その複雑な

とと恐るべぎだ。勿論、都市構成の複雑さを考えると 、

そろ単純ではあり得たいとい号かも知れぬが、それにし

てもとろ迄複雑( とい号より苦l殺〕でなければならない

ものか。何故かぐ迄雁字がらめに制限をしなければなら

ないのか。その辺が私には解みた1，- 。第一面積に高さを

乗じたら容積になること位ぼ稚でも知っている。何紋、

面積を制限し、高さを制限するといろ所l士、容積で制限

する工夫がされていないのでるろう。セんな感じがす

る。ころいろことは、従来、成図の立法のやり方が諸外

園の法規を鵜呑みにしようとして、られもこれもと、種

々のやり方を批判なしに阪入れるために、言わばノリと

ハサミで継ぎ合せる風習がるる。そういち弊が表われて

いるのではないだろ丹か。f ; ' .J細かな数値については、専

門の立場からの多小の意見もらるが、既に出来上ってい

る法律の、アラを探して見たところが、仕傑がない。

しか L 、この法律( ' 1 次の諸点で大いに期待されてい

る。それは行政機構の上での問題である。. l i ff ち、

1. 従来府娠の所管でらった建築行政が市町村に移つ

Tことと。

2.  建築士という資格引法的に定b られ、建築技術に

相当の) ! ( E f : が生じたこと。

3. 建築協定なる新しい制度によって住民の I自主性が

擁立されたこと。

( 慾者 ・旧名伊藤甫. 建設省都市局復典課技官〉

- 1 9 5 0 年一

会 員 名 簿

配 付 に つ い て。

待望の名簿が漸〈配布の運びとな b ました。本名簿は

建築関係業者案内も約 600 祉を重量したA 列5予約320頁 iこ

及ぶものです。

会長及び業者案内欄掲載者に一部に限 ｢ 無料 Ｚ Ｇ ｩｬｩｾ 本いた

します。但し会員各位は包装、皇室料、混信雑費補助と し

て事務所で夜接お受取 hの方も 40円御負担を原います。

叉二部以上御希望の方ば一部につき年 250 門で頒ちま す

く部数に制限ゐ h品切れの時は不悪御Z京承下さいコ

目下上記の40円お届けの方から配布してお b ます。

に本部又は各支部に使宜御申込み下さいコ



地 震 乞 そ の 対 策 の 常 識 (2  )  

災 害 委 会
日 本 建 築 協 会 員

6 .  地震はどうして起るか

前に述べましたように、 世 界 の こ つ の 地 震 帯

段、 アルプス 、 ヒマラヤ、 ロ y キー、 アミノデス主主

どのように、ったきた山脈の走っている所であ b ま

す。そしてとの山脈は、第三紀という時代の中頃

から終，りにかけて、地殻の変動が特に激しかてつ? と

地 帯 で あ b まして、地層がただ高〈持ち上げられ

ヒダガタ

?とだけで主主く 、横向きの大き主主力を受けて、摺 形

I ' C曲がり 、或るととろでは、地層がずれて断層と

Ji: T ， ひどいと乙ろではーてつの地唐が他の; 地屠の

上 に押しかぶさク? とように主主てって出来たものであ

b ます。( 第13図〉

とのよう主主地形: の変動段、その時代だけで止 てっ

た の で は た し 今 日 で も 、僅かずてつでは< b ります

が、 主主 3言、続いているのであります。それは、 地

震のときなどに、大きな断層が出来た b 、海 岸 が

もち上っ?と b 、沈んだりする乙とがある、 ; l j ; どで

考えられるのでありまナ。地震のときだけで主主〈

ふ だ ん で も 、土地がだんだんもち上ったり 、沈

んだ b している地方があるととも 、測量の結果、

知られております。毛して、とのふだんのゆっく

b し? と土地の変化と 、大地震のときの念激主主変化

との聞に、何か深い関係がありそとに考えられる

ｅ 志ｧＺ記入御申込の方にｾ錦見本贈呈す

東京都中央区日本橋馬日食品。;r2ノi

株式会社 大和 コ. ム製作所

1t 穏当F場日f⑧7720 ・7721

工場 本 国，)11端，寺島，山形

場合がよくあります。例えば、関東地方の三浦牟

島除、 大 正12年の関東の大地震の前除、 毎 年5粍

位の割合で、卒島の甫の端が下が b 続けていたの

ですが、大地震のとき、ふだんの動さとは正反対

に、牛島の南の曜が、突然に 2 米も持ち上てったの

であ b ま す 。 同 じ よ う に、 四闘の室戸 岬も長い

問、南の端が、一年に 7 粍ぐらいの割合で、沈下

していたのであ b ますが、昭和21年の甫海道のった

地震のとき、急;1乞 1 米ももち上がり 、 そして、 そ

の後、再び岬の南端ぽ少しずヲ沈下しているよう

であります。

とのように、地震と地殻の変動とは、 深 い関 係

にあるととが判 b ます。とのととから、 地震の原

岡として、次のようえ主乙とが考えられました。即

ち、地設にな何かの原因で、絶えず大きなカが働

き続けているが、地設を作る岩石が、 乙のカに耐

えられ泣く主主てコ? ととき、破壊が起てつて、 地震と主主

り、 同時t亡、土地の変動が起る、 というのであり

ます。づまり 、私たちが、木の棒の両端を乎に持

てって、カを加えて幽げていきますと 、 あるところ

まで曲がると 、 ポキンと折れまず。とれと| 司 じよ

う主主現象たというのであります。岩石は、ちょっ

と考えると 、大変か? といもののようであります
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第 13園 地 般 の 後 動

が、実除、飴と同じように、念: に働くカに対して

は国体としての性質を示すのでナカ宮、非常にゆっ

くb と働く、根気のよいカに対しては、液体のよ

うに、自分の形・も変えて、元にかえら主主いという

性質を持。ているのでありまナ。そしてとの性質

段、 さきに説明しました「シマ屠」の上部、てつま

b 、 「シアル居」に按している附近に特に大きい

ものと考えられるのであ b ます。そとで、と の「

シマ唐」が、何かの原因、おそらく巡度のちがい

のよう及もののために、 きわめてゆづくりと動〈

場 合、 その上に浮んだように怠っている「シアル

唐」即ち地設が変動を受けると考えられるのであ

h ます。とのようにして、地設には、経えず大き

I i 力が働き続けている、と考えられますが、地設

を作る岩石が、との力にたえられ泣く主主てったとき

破壊が起てって、 地震とえ主 b、 同時に、土地に念

激程変動が起るというのであります。つまり、地

殻の岩石 t亡、長い年月にわたって、カがだんだん

と加えられ、岩石の中に無理が貯えられ、岩石が

乙の無理に? とえきれ泣くなてったとき、地設に切れ

目〈断屠〉を生じ、岩石ははねかえって、無理の

主主い始めの扶態にかえろうとする。そして乙の

時、地震が起るのでa : る、というのであ b ます。

との よう え主考え方は弾性反援設と名付けられ、時
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には断層設定工どとも言われます。断層設という言

葉の意味から、 「断屠が出来た事による地震」と

いうように間違えられ易いのですが、とれば、

「断層を伴つ? と地震」 と解釈する方がE レいので

あります。

さで、乙のようた弾性反按という考え方だけ

で、地震の起 b 方をすてコか b 割 b 切るわけにはと

うもゆかぬようであります。? とめしに摺曲山脈の

地唐の有様友どを見ますと、非常に Jヒ〈曲げられ

てお b まして、とれでみると、はたして岩石に長

年月にわたるカが加えられたとき、前にい止まし

たようえt 無理が貯えられるだろうかという疑問が

起るのであ b ます。古い; 地唐が飴のように曲。で

いるのを見てもそうであ b ますが、とのように長

い年月にわたてって働くカに対して、 岩石が曲って

しまうとしますと、今考えました地震の起る設明

も、一寸 とれだけで押し通すには都合が惑いとと

に完工ります。地唐に切れ目を起すには、何か念主主

力が働いたのでなければいけたいとも考えられる

ようであります。乙のようえ工考えから、地震の原

因として、次のよう主主岩紫貫入設というのカT言わ

れてお b まナ。

岩紫というのは、地下にある熔岩、てつま b 、高

湿のため熔けている岩のととであ b ま ナ 。 乙 れ

が、 ある原因で圧力が禽 く主主る と、周 b の固い岩
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石をてつき絞って入りとみます、とれを貫入といっ

て、乙の時地震が起るというのであ b ます。

地下に熔岩のあるととは、火山から; 熔岩を噴き

出すとと からも 、すでに想像されますがとれらの

地下の熔岩 は、地下の所々にか? とま b と走って 存

在しているもの と思われ、とのた まりの 乙とを岩

紫溜と呼んで・おりま す。との岩紫がひえてかたま

った岩石のとと を一般に火成岩と呼びますが、 そ

のひえ方によりまして色々の火成岩が出来るとと

たなるので・ナ。例へば急: に地上にふさ出しでか? と

まると火山主主どでよく見るてつぶの非常に細かくて

見え方、いよう な岩石と主主払地下でゆづくり とひ

え? と時は、かとう岩のようにつぶの l合っき P 見 え

る岩石とえU ) ます。乙のよ，うえ工地下深〈でか? とま

てった岩石が、 どうして地表に出ているのだろうと

ふしき' に思う人があるかも知れませ' んが、前にも

申しましたように、大地は動くもので、長い間に

は海底も高J い山と主主 b 、その山はま 7といてコかはけ

ずられて低 くた るととを考えれば、乙のようえ主は

たらきが くb かえされているうちには、いクかは

地下のかこう岩も地表に顔を出すととが分るで し

ょう。

さて、 これらの火成岩ぽさを休として大きなかた

ま b にたっているのがふつうであ b まして、 砂やe

どろの屠が海の底につもって出来? とと考えられる

地唐とははっき b と区別されるのであ b まして、

との地屠をつらぬいて、岩紫が入りとんだあと

を、 ととろどとろに見 るととがあ T ， ｾま す Ｐ ・ 乙 ＮｴＱＭを

岩脈といいま す。とのほか、かつて地下において

非常に大きな体積の岩授が、上の地月号の境自に入

b 乙んだものがあるととも知られています。とれ

を晶1ふ呼んでおります。とのよう友現象が昔地

下で、 急: 激に行われた としたたらば、? としかに相

当の大きさの地震が起てったものと浮きえられます。

世界の二大地強帯と大山脈が卒行しているとと

は官官にも言いましたが、世界の火山帯もまた、乙

の地震帯や山脈と平行してお b ます。地質時代に

地殻の運動の盛んで、あてつ? と時期には、火山活動も

また盛んであった乙とが知られてお b ますが、 と

のようえt 乙とから、地震と火山活動と地設の変動

とは、互に平骨抜 ｾ￠ 関係があるととが知られ 、 従っ

て、地殻の変動と岩紫の蓮動というととも結びつ

けて浮蓄えられるわけで、<b T まナ。

とのように岩柴の圧力が高まって、周 b の岩石

に貫入し? とときに地震が起 b 、貫入を受けた岩石

の周りは変形を受けるわけで、あ b 、 乙の変形が大

きければ断屠も出来るわけできb る、 というのが岩

探貫入設でありまして、 主主るほと乙の設も? としか

に面白いのであ b ますが、 との設だけで地震の原

悶を何もかも設明しようとすると 、いろいろ無理

去に点も生じて来ます。? ととえば、岩石学者段、 岩

服も晶濯、念激に出来たものでは注いという考え

を持ってお b ますし、又岩撲の貫入カ雪地震を起す

のにどれだけの役割を演じて1ハるかに、 まだまだ

研賓の余地があるよう で あ b まナ。

普段、地震は海底の地すぺ b で起るとか、地下

I ' r : 空洞があって、 それが陥設して起るのだろうた

どと 、簡単に想像レてお b ました。とれが最近に

主主り まして、地設のいろいろの佐賀が知られてき

ますと 、私達がふだん感じるくらいの地震を起す

ほど犬きい地ナペ 01士、ちょ三コと地球上では起 り

そうにもなく 、また、 それほどの大陥波を起すよ

う友大き及率洞段、地設の 中には 出来そうに君主い

乙とがわかジて参 b ました。 昔は地上 で見かける

地ナベ b や、石次岩地方の鍾乳 洞の ようえE ものか
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ら、患に想像だけで、地震が地ナベ b で 起 る と

か、地下の宰洞の陥波で起る主主左と 、 ぁτコさりき

めてしまったらしいので ・ ｾりす。もち論との当時

除、地震のいろいろの現象や、地設の性質たどに

関ナる知識が乏しかったので、 とのように想像ず

るより仕方が泣かてコたのであ b ましょう。それが

だんだんといろいろのととがわかるにつれて、現

在では前l ' L 言ったように地震の原肉として、断屠

設と岩摂設の二つが唱えられるようにたったので

あ b まナ。そしてとれらの設は昔のよう及、想 像

からでは泣く 、現在までに知られたいろいろの事

実 を詮明しようとしてたてられたものでありま

す。 そしてとれから後も、出来るだけたくさんの

事実をあつめて、 との設が正しいかどうかを調べ

てゆとうとしているのでちります。

7. 地 震 に よ る 被 害

世界有数の地霊園で、ある我が函の歴史をみると

枚挙にいとま!の泣い程多くの大刻護が記録されて

います。然し乍らちょっと不思議に思われるとと

は、昔にさかのぼる程被害の程度が低く死傷者が

殆んど主主かったととであ b ます。勿論普段調査や

第 1 表 世 界 五 大 火 災 の 比 絞

所 | 年 月 日 i焼?点訳 13 A〉| 原i

東 京 | 加 : 3- 9ー 1 1 叫 5∞， 000 3，660  I地

""T Y 7 ラY シスコ : 190ト←叫 3均 O，COO 700 I地

横 浜 1923- 9 - l '  3，∞0，000 

シ カ プ ! 18' 7l ー10- - 9  2，350，000 

館 ( 193←ト21 I  1，2民 ∞0

1

主島

函

記録が十介行われ泣かったでありましょう 、が然

レ被害を全然記録し主主かク? とという事も考えられ

ず、 とれば省ーに主主る程人口も少なく 、又一方一般

の住宅も掘立小屋の様えに簡単で粗末主主ものであてコ

? とから 、被害が余 b 主主かヨ? とと考えるのが安当で

ありましょう。即ち後に及り文化が高まるにつれ

て集団生活が行われ、建築物も発達して複雑とえ主

b  、被害を多く受けるととに主主てコ? とと考えられる

のであります。

震災の記錦の 中で、圧死者の事が載っているの

は天平6年〈西暦734年〉が始必てで、 乙の頃から寺

院建築の被害について も出ていま す。 が都市 や民

家は未tc発達していえ主かヨ? と模様ーで あ b ます。

地震が起った後に火災があったのは記録では、

天 王13年 ( 1586) の東海地方から北陸地方にかけ

ての地震のときが始めで ありまナ。之ぽ秀吉が大

眠按を築いた翌年の事で、1661年頃から記録がだ

んだんと詳しく主主 b 、 宝暦元年 ( 1751) 越後高田

の地震の際ぽ引続いて火災が起り 、死傷者が目立

って多く主主っていますが、 之は城下 町や村落がめ

ざましい発達をしたからであると考えられまナ。

与L上の外多くの地震' の 記 録 を

震

火

火

出の中風

地

失

大

A

U

4

 

3

2

 

n

A

U

噌

E

A

重 な 地 震 の 被 害

地 震 の 名 | 死 傷 者 i こ わ れ た 家

関 東 大 地 震 283，063 2o4，499 

丹 後 地 貴 重 10，713 23，425 

三 陵 地 震 4，160 2，346 

鳥 取 地 震 4，053 13，738 

東 海 地 震 3，132 73，080 

三 河 地 震 1，701 8，033 

南海誕生地震 4，934 35，998 

涌 井 地 震 25，972 38，000 

第 2 衰

年 月 日 |

大正12 - 9 - 1  I  

昭和 2ー 与 一 7 I  

v  8- - 3 - 3  

v  18- - 9- 10 

(/ Hf - 1 2ー 7

(/ 20- - 1- 13 

v  2 1 - 1 2 - 2 1  

(/ 2 3 - 6- 28 
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震

図

一

みると載ってゐるのでありま す

が、我々は被害の大きか? っ? と地震

と云えば、大正12年9月l 日( 1923)

の関東大震災を思い出すのであり

まして、との地震は規模に於いて

は、関東地方を襲ヨ? と元鵡 16年

( 1703) の大地震や、弘仁9年 ( 818)

の大札接、又大昔の垂仁天皇62年

( 33) の大地震よ b は大きく泣い

と思われます。それにも拘はらず

要時99，000人 傷 者104，000人 行 方

不明43，000人であり人の被害合計

247，000人を出し、家に就いては全

壊128，000戸、半壊126，000戸 、焼失

447，080戸、流 失900戸、合計703，000



戸と いう恐しい災害を与えたので、ありました。

とがし陰地震よりも火事による被害が大きかてった

のであって世界 5 火災の中、とのときの東京の火

災が第1位、横浜の火災が第3f立であります。 2主主主

第 2 位のサンフランシスコの火災も又地震に原因

している事実は、如何に火事が地震のも皮答を大き

くす‘ るかを想像するに難くないのでるります。角

関東大震災後の大震災の被害は第 2 表 の 通 りであ

b ます。

以上の如く文化が進むにづれて、地震の被害が

大き〈友るというととを、我々はそのま与にして

よいものでしょうか、依然として札慢に無関心に

今日迄過してきたからでないで・しょうか。殊に稿

弁の地震等を見ても 、最後新築された念造家屋の

中 で、瓦王まのものはその90タ6が回壊したのであり

ます。とれに就いて市の建築関係者の意見では大

工 の手抜とによるものと云われ復興建築のイン チ

キ振 b を暴露しているのであ b まナ。我圏の大都

市の殆んどが稿井市同様の復奥建築群であるとと

に思いを到ナとき 、寒心に耐え泣いので‘ あります

伊e

第 15 圏 関東大震災で火災のもえひろがるようす

再び我々ぽ我々の子孫、を関東震災の如き悲惨主主

自に会はせてよいものでしょうか。 只今鞍後復興

の迭とから、地震にエって潰れない家を、火災に

対して安全えに家をもって都市を築き上げて置か泣

いと、後の世になって子孫ば我々の怠慢さをせめ

る事であ b ましエぅ。

8.  地震のときはど うすればよいか

前にも述べ? と様に、地震に火事はっきものであ

り、火事の被害ぽ地震の被害の何百倍も大きいの

であ b ます。例えば関東大地震のとき死者10万の

中圧死者は 1 万にすき友か? とのであ b まナ。 乙れ

をみても地震のときはまず火事の事を考えて火の

始末をつけるととが大切なのでる b ます。

また地震の際火事についで大き及損害をもた ら

すのは津浪であって、太平洋岸の地震には必ず伴

うものであ b ます。

きて、いざ地震という ときにはどうしたら よい

のでしょうか。南海地震や稿井地震のときには地

鳴が伴うのが普還であ b ます。然し震央附近では

地震? をと思てコ? と瞬間に第一動で家が潰れてその下

敷と及。てしまい、卒素の心掛けも訓練もあった

ものでぽありません。然し震央から少し離れた所

で、除、余程の大き主主花盛で泣い眼り第一動で家が

ベシャンコ k 主主るととは珍しいのであります。と

の様ゑ時に蓮よく紘側にいるとか、非常に機敏之主

人除外へ飛出す時聞が泣く 、あ わ て L 飛出そう

とすると却って梁の下敷になる様主主危険があり

ます。それで、すからとても飛出せそうに友いと直

感し? と時は上から物が落下しても壊れ主主い様主主丈

夫君主机の犠主主家具の下 とか側へ身をひそめて一時

難をさげるととが大切で、あ b ます。かりに家が倒

れ、 自力で股出出来なくても 、火事さえ起ら主主け

れば大抵は教0 . 出されるのであります。二階 に 居

b まナ場合除決してあわて、飛び降 b たりしては

いけたいので あ b まして、一階が潰れて も二階の

残る例は割合多いのでありま す。

地震は最初は初期微動 で ミシミシ とゆれ、暫く
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して大きくドシンュサュサと主要動があ b ますが

とのとき無事であれば先づ大京夫と考えてよいの

であ b ます。そうえt れば最初の大ゆれが少しおさ

まるのを待つのでありまして、最初の30秒或は 1

分聞がi f ! ; ぎるともう地震に対する危険ぽ遁去てった

と考えればよいので司書うって、 あわてずに火の始末

をしてそれから外へ飛出す様にすればよいので、あ

b ます。何回も申し上げる如く 、地震のときに起

る火事の被害は極めて大きいのであ b ますからガ

グガグと衆? と瞬間にピンと火事と来るように卒常

から 心掛けておく必要があるのでる b ます。大正

14年 5 月23日の但馬地震のときに、震 原真 上にあ

てった回結部落に於いて、83戸の中82戸が潰れ、65人

の人かF 下敷きと主主 b ました。そして丁度蚕の保湿

の 日で26戸が炭火を起していたのであ b ますが、

とのお戸から煙がポソポソ出ているうちに 3 戸?を

け焔をあげ出したとの事で、し? と。とれに対し村人

は全力を挙げて火災の防止 につとめと れを片附け

?と上、下敷に主主てっている人を放出し、65人の 7 人

だけは即死であ b ましたが、残 b 全部の人が助け

られたのであります。それで村人がほっとしたと

4 6  

44 

42 

4 0  

38  

3も

34 

32  

き、近 くの按崎町全部は焔に包まれ、盛に火の手

が上ったとのととであ b ました。

次に外へ飛出すときは、屋根瓦等の落下で負傷

するととが多いから 、 その用意をして出るよう 、

又煙突 、 堺 、 煉瓦の建物ぽ倒れｾ ・ いからそれらに

近よらぬ様にするととが肝要であります。

震源、の近 くでは大き主主地割の起るととがあ b ま

す。然し運悪く地割れの中へ落込んでも口が塞っ

て圧し演される様主主事ぽ先づ主主いと云ってよいの

でありまして、地割れは別に怖がる必要があ b ま

せん。

次に余震に就て筒皐に述べますと 、大地震の後

には引続いて非常に多くの余震がくるものであ b

ます。然し主震に比ぺて遺かに弱く 、統計による

と犬きいものでも主震の10分の1程度でありま す。

〈勿論安政の大地震の様に、11月4 自に続いて5 日

にはもっと穴き主主地震が起てつ? と例もあるから油断

は禁物ですが〉又普通の木造の家ぽ真直の欣 態 か

ら的10度位ぽ傾く迄は倒れ主主いのが普通であ b ま

すから、主震で乙の程度の被害が主主ければ余震で

倒れる 心配はまづたいと考えられます。

与L上の機主主地震、火 事、津浪に対ナる遁当主主る

処置の他に、デマを警戒する必要があります。責

任ある発表以外はデマと考えておかぬと 、 とんだ

事態を引き起すかも知れませんから注意し主主けれ

ばな P ません。

9. 地 震 と 建 築

大地震が起る毎に家が潰れ火事が起 b 、沢山の

人命や家を失

うのは悲しい

事実であ b 、

何とかして乙

の災害から謹

れたいと思 う

のは、昔か井

何 回と え主〈 目

第 16 園 地震波の伝搭図く毒事発震時線〉 第 17 置 第3表地盤の夜軟と建物被害の関係
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撃してきた日本人の明たる願いであるととはいう

迄もあ b ません。然し昔ほ天災とあきら b て、徒

らにカ日持新障にカを入れる他、年号を変える位で

極めて消極的でありました。披中に札護の聞を作

切? と b して耐震的にしようと試みた事もあてつ? と様

でナカ宮、本当に積極的に関心を持たれたのぽごく

最近で、殊に関東大震災の苦い経験以後でありま

す。関東震災後ぽとの方面の研究が大いに進み、

耐震建築を作るにはどの様にしたら工いかを相当

の自信を以て答えられるようになっています。関

東震災後鉄筋コングリー干や鉄骨造建物にぽ| 耐震

設計が行われ、その後の地震によ b との方法がよ

い施工とあいまてぽ、有効であるととが装附けら

れています。勿論地震に工る建物の震動!ま甚だむ

つかしい問題で、今後研究を要するととが山ほどあ

b ます。

心 地 震 に よ b 建物には? とらく力

前にも述ぺ? と援に建物が地震によ b 震動する有

棋は大変複雑でとれを知るととは犬変むつかし

く、又わかったとしても建物の設計にそのま与で

は応用しでも実用にはたら泣いのでありまナ。そ

之で簡草にして、建物に普通の荷カきか与る様に育委

か主主力がかムてっている如 く考えると、実用的にな

物月| とA l 特許

E五 β

3

 

山

手

口

lLi 

q  

τ町

内

川

域

一

丘

一

地

時

b設計に都合がよいので。

例えば 3階建の建物でるると、地震カが屋根位

置及各階床に第17図の如く働く水平カと考えると

とが出来、その大きさは各階高を 2 分ナる 71<2f主主

面で建物を切断して之等各部分の重量を上から

Wl .  W2 .  Ws とナると

Pl =αω 1  P2=α初 2

Ps=α Ws  ( t on)  

で表わされます。 α 陰地震動の激しさを表わすも

第 18園 大阪市の地盤の標準震度

第 四 図 紳戸市地盤の標準震度
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ので震度と呼ばれ、建物のある地盤によ b 異る数

値であ b ます。

とのカト全地震の水平動に対して考えたもので書う

るから、上下動に対しても同じ様主主地震カを仮定

し泣ければ注らないわけであ b ますが、大体上下

動は震央近〈のみに起 b 、其の上水平動に比して

強さも小さく 、一方建物陰元来上下方向 K 1; 'せして

丈夫であるから上の様主主水平カを考えるとまづ十

分であると思われます。

b) 地震カを小さくするにはどうすれば Jごいか

地震カを小さくするには先に示しました数式で

分る如く 、震度 α を小さくするか、又段重量を小

さくナればよいのであ b ます。カ宮、 a ぽ札慢によ b

異るし叉地盤が軟弱完工程大きく、堅固定工地盤程小

さいものであ b まナ。第 3 表ぽ関東大地震に於け

る地盤の夜軟と建物の被害との関係を示したもの

でありまして、木造建物で怯今述べ? と傾向が明か

に出ています。所が煉瓦遁、土遁では逆に地盤の

硬い所の方か被害が大きいという傾向が出ていま

ナ。然し他の札彊に就いてはとの逆の餌向か苦わ

れているかどうか明かであ b ませんから何れも決

定する事が出来ません。 とに角木造建物に就いて

は地盤が軟弱主主程被害が大きい、即ち震度が大き

い著.1ーが関連・いないのでありますから、良好主主地盤

を選べば震度を小さくつまり地震カを小さくする

事が出来まナ。耐震建築では地盤の夜款は大切主主

要素でt > b まして、日本建築規格でも普通の夜さ 鉛

の地盤で‘ α= 0.2とし軟弱地盤ではそれ以上大きく

とって計算する様に規定されていまナ。倫更に詳

しく地盤の硬軟と な との関係に就いては学者遣に

よって研究されていますが第四図及第四図は之等

の研究の結果に基いて大阪、神戸の地盤の等殺を

示したものであります。

一方震度 a は建物自体の夜さによ b 異るもので o  

<b b 軟い建物では小さく硬い建物では大きいもの

であります。然 1凄際ぽ柔軟で‘ 丈夫主主建物を作る

という事ぽ迫てもむつかしい事で、ナから普通は耐
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震構造除夜い即ち剛な建物 として主主 b ます。

ョ々に建物自体の重量を軽くする事陰地震カを小

さ くするの。に大切主主要素であ b まして、瓦葺の代

りに鉄板葺にするとか4 又は鉄骨、鉄筋コングリ

ヒルイ V

ー トの代 b ｾ乞最新の建築材料＿とる蛭石プラスグ ー

を鉄骨に被覆 して極b て軽く〈叉鉄筋コングリ ー

子同様に耐火的 K ) ナる等除建物を軽くしてよ b

耐震的にナる事にな b ます。

前の設明でおわか b の様に地震力 l会屋根及各階

床の位置に働く水平方向の力に置き換えて考える

事が出来ますが、それではとの力に耐えるにはど

ういう建物とナればよいのでありましょうか。

コ〉建物を耐震的にするには

建物の骨粗の主左ものは梁と柱であ b ますが桂

の上に梁をのせ? とだけでは7K卒方向の力で' Nナと
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第 4 表 関東犬地震に於げる家のつぶされた割合



ひと? とまりも主主く倒れます。乙の様友骨粗l会我閣

のよう主主関口部( 窓〉の多い建物にはよく見られ

ますが、とれを倒れぬようにナるには梁と住との

接手を剛にする事であ b ます。鉄筋コングずート

謹や鉄骨造では乙れぽ容易であ b ます( 第四図

( a) ) 乙の構造をラーメンと呼んでいます。木造

建物でほとれが割合むつかしい事ですから、第20

図 ( b) の如く接合部を少し離れて方杖を入れると

か、第20図 ( c) の如く桂と梁で出来た矩形の対角

糠 tと筋遣を入れるとか、叉ぽ第20図 ( d) の様K 住

の外側に控桂を入れるのも τたいに効回がa > b ま

す。第20図( c) ( 2) のように壁全部に筋遣を入れる

のは大変結構主主事で特にとの様注目的で配置され

た壁を耐震壁と名付けています。

日本の在来の木造建物陰殆んどさを部地震カを壁

で耐えたと云えるでしょう。間口が狭く奥行の長

い建物は奥行方向i C ぽ長い壁があるからその方向

の地震力に耐えますが、間口方向には壁が少主主〈

その方向の地震力に弱いのほ当然の事であ b ます

木造2階建で 1 階が潰れるのほ、 2階の壁ぽ屋根

位置に作用する札霊力れ に耐えても 、1階の壁ぼ

Pl と2階床位置に作用する h と加えた力Pl +P2iC 

耐えない場合であります。

c) 芝のようえ工橋誼がよろしいか

ヲて表第 4 表にある如く 、地震には鉄骨造、鉄筋

コンクリ ー 干遁、木造カ雪地震に強〈 、石造、煉五

遣が弱いのでありまナ。とれでちょてつと不思議反

のは鉄骨造、鉄筋コングリ ー ト遁が木造と殆んど

同じ位耐震的であるととであ b ますが、 乙れは乙

の統計のとられた関東震災当時、耐震設計が殆ん

護3

宙辺工藤費限曾 紅

ど無視されていたからであ b まして、関東震災後

の耐震設計を行われている、鉄骨、鉄筋コング リ

ート謹が現在ではもっとも被害が小さく 、木遁が

とれに吹ぎ、石造、煉瓦遣がもっとも地震に弱い

と云えます、地震に続く火災を考えると 、鉄筋コ

ングリート遁叉は鉄骨を鉄筋コングリ ー トで包ん

だ建物が最も良いと云えます。

然じ乙与で注意せねば友らたいのは、関東震災

後に耐震設計が行ほれていると申しましたが、 そ

れは鉄骨、鉄筋コシグリ { ト遣に就いてであてっ

て、木造や煉瓦温、石造等では設分設計に耐震的

t. r. 考慮、が携われたとしても 、前者の場合の様に一

貫し? と耐震設計が行われてい泣いという事実でa >

b ます。木造、煉瓦遣でほ勿論無制限に耐震構造

とする事が出来るわけではあ b ませんが、とれら

の楠遁で普通遁られる程度の規模でほ耐震設計を

する事の出来るものが多いのであ b まナ。従って

どん主主構遁の建物でも忠実に耐震設計を実施しま

した主主らば 、火災のととは別としまして、別にど

の構造が地震に弱いというものぼ主主い筈で ありま

す。

然し現放では木進、煉瓦遣、石造では普通耐震

設計ぽ主主されてゐらず、地震の危険にさら されて

お b 、殊に我々の佐宅の大部分ぽ木遁で あ れ そ

の耐震性は我々の重大関心事で在うるの で あ b ま

す、 そ乙で先づ 「今住 んでいる家は安心出来 るか

どうか」という吟味の仕方に就いて述ぺ、ラ々 に「地

震に不安主主建物はどうすればよいか」更に「新し

く建てる場合め注意」に就いて述ぺると とに致 し

ま し ょ う 。 ( 次 号 え 続 く 〕

スチー) 1 ，. サッシユ

F  ド ア -

F  シャツター

オベ ν ーター・ 伸縮戸 ・面 格子

設 計 ・製 作 ・修 理

田本サッ シユ株式会社

大阪市東区高麗橋二丁 目九番地

電話土佐堀@2995. .3979香
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高 野 山 見 学 記

和致山支部が本年五月従来の会勢委員会を廃し支部

として発足 L たのを機に京阪琳会員各伎と一堂に会し

たい念願から涼を高野に求b 古建築と! 日跡の見学を企

画した。時は八月五日土曜二侍女人堂i二集合したもの

大阪兵憲を合せた3') 余アベツ P 組も二三たり地元気員

辻本喜次氏f也方事務町主事松山光太郎氏等に迎えられ

案内図や費量章を貰いお上りさんよろし〈直に辻本氏。東

道で余り一般に知られてｾい保護建造物東照宮に案内さ

れた: 第一霊舎木傘( - J : : 薬師如来家康公二舎之秀忠公を配事、

寛永廿竿家光の建立、今l玄見るからに荒廃甚しく装飾金

具や貴震な彫刻など心なぎ輩 D 取るに任せ折角の図宝も

哀れな光景、特別開扉された内部を一瞥すれば本傘! " J : : 他

に移されてるが符子天井金色の跡、彫刻等日光や和歌山

権現の結構に似ている。鳥居堺市中仰混合諒弐英他昆るも

の多々 まbるが消略する。近〈町中心部へ移築の計酒と開

市申fjj! '混合草章式の東照宮第一舎

〈、折角完i X : を祈りつ

L 金剛峰寺に至不。さ

すがに高野一山ゥ元締

とそe ; ，賃銭は 5 たづけ

る。建物は局知だが秀

次切腹の柳の間普を偲

ばれ感無量，奥審j院の

反中におる昔iVta!: 房施

設と台所会模様iま始め

ての者にＡＱＺ見る僚ｾＺぅ ｚ

ある。当己は特別見学として昭和九年建築の奥殴客段の

高層優殺な二棟案内され意外のJI: x : 獲であった。

小憩茶菓を頂き霊山高野節子を贈られ盛夏と 云うに荻

の花咲く庭を跳占うて表門に出で記念撮影後六時の鐙を右

に閉館迫る霊宝館にとり込む。索内子特jjij サーピスによ

り一巡随喜の涙f" J : : 出なかったが一つ慾 しいなと数 k iV1l弗

僚にみせられたのは自分; まかりでない援fささずーうさに仰は

平和でらる。たそがれを足平に担; 場に念ぐ此処にて逮参

の栗林副支部長等と合対調宝不動堂をえる此堂鳥羽法皇

不 動 蛍
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女八機院御願今を去る

730 年連久八年匂級建¥

立本草食遅 ｾｦ 乍不動明王

八大章子安置共に園宝

明治年間女人堂F付近よ

り移築主堂三間四面当

時の邸宅を巧に{ 弗寺建

築; こ取スれたもの入母

屋総破風間隔の納りが

泉るは四人の工匠で浩

大 E喜 前 に て

ったのを湿占うたとの伝設、奇抜巧妙当時出色の設計と恩

われる飾悪文の優秀細部や内部の各手法斗建築家として

見るべき「もの多〈説明懇切なり L が割愛する只観賞研究

見学に僚するが自然大塔や金堂に足が進み、石段下で大

樹覆われ見遁し勝ちはそ長念、特に内障を開屍参観した。

ヨRに大塔と金堂lま時間一杯にかけ足拝観、当湾御踊係

の大先輩天沼武田両先 生のｾｾ想ひ浮べて、例 閣￠ 批判

してる聞に温い出しを喰い塔をパツグに記念抵苦言 L た。

三鈷¢松の奇蹟で三葉。ち松葉を拾し・大門に向ち 、大師閉

山当時の総門たる( 1 : 知: 怠の通り 女人堂が表門と変り今lま

昔訪ぬる人も少い、 一同経含疲れを茶庖に憩仁茶底の

主解〈所に日く「大門百旦西に向って通じ主主に煙波を望

み自力窮芝、淡海町山育ー翠斜陽万設の海天紅なり」と誰

かの詩を諮って聞かず、むべなるかな景観倒をと感ずる

内突如と ｌ て起 ｾｬ 万雷 ｚ コ音と共に雨念ち湾交を ｮｰ < 、一

同仁王駁舎に遜難、昨ヨ門前の老杉に浴雷せし' 1 & 筈を示

され桑原桑原、晴れ間の. 基一路宿均滝泉院に念く¥此寺

! - J ; 曾て大師雨乞いされ L 竜王池辺で此名j ，; ， b，街宝綴院

と合併梢荒れて( 1 : いるがとても広い長後方む奥書院に遜

された一向やっと寛ぐ、 一浴後各 h 刺を交わ L 山海の商

野料麗に舌鼓を打ちハ ν ェヤ湯にピ- ) L - に主主を澄し懇親

会尖後滝沢先生の漫話を聞いた後就寝掠て も一向いかな

る夢を結ぶや否やと幹事もホット床に入る、 柏、冷かさを

覚え皆フト γ を彼り縫心地いともよし。

明けて六日早朝お勤めに列するもの仰殴を奔するもの

住機庭部山上に肥る秀次公胴体を埋むと云 ろを奔するも

の主主ありて長の気分を満喫朝食、滝沢先生より仰教の由

来寺の文化ぼ昔銀禦機関がなかったので; 長上の祭堂で貴

族の悦ぶ所となり、次第に発達した事スツパ Ｍｾｄ ち搭 の

由来、五倫Ｚｲ都宮ｾＲＺさ風

火水t也を示す実型様表

現、行法と大仰の土木

建築に関する知識、印

度併殺と日本の静、さ

では高野の物語りや石

室丸の伝訟に関する毒事

など文献図表を示され

大変有盆にして趣味多

酬明事長舗賄容験 型Ｑ［［ＮＮＮＮＮ・ ・， ｾ浩 明期目慣例明盟腿ヨ胸帽持姐 白圃・・ Ｕ ・・盟国・・

多 J i



いお話を約ー時間承ったが乍残念詳細lま割愛し本日の見

学にと門を出で辻本氏の案内で金剛三昧院多宝塔の前に

立つ。貞! 芯二年平政子尼将軍が三代将軍菩援のすこ必建立

した日本最古の遺稿、株に匂欄がない科棋や哀叉組方、相

紛の異なる点等見るべきもの多いが省略之叉特別回展で

内隊参奔し塔前の小高い処に特訓主主詰物の経臓を見る、

数王談閣寺の校倉と共に恐らく本邦鴨矢と思われ之、貴重

な建物、{ 凶と累芝、点は軒下に梁の鼻を肱木とし盛体から

突出し出桁を受けて華干裏に変化を与えると共に装飾的僚

値を現し屋ふ- と棄の流水匂酉Eを巧に処置した設計の周到

な態度に敬服される。詳細略、折柄そぼ降之、雨は止みそ

ろもない恩ひ恩ひに傘を借り三々五h 奥の院に向号、中

途に至り雨釜h 烈し〈路市小)1117_ ) 如し匙退窮すc 光長と

なる、老若アベツグ相々傘子供連れの風呂敷をかむと、あ

り、頭丈ハゾカチ組、かけ早する学生、濡れるに任せ ｪｾ 々

歩〈あきらめ組らり全〈呉訟の体、とりどり一行¢者い

かにと歩度を平占うて行〈程に嶋村副支釘〉長と大手 ｾｬ 理事が

どこから借りたか4、さな一本の傘に肩を組んで干すれも頭

丈雨をよけ牟身ズポゾ濡れねずみ靴もザプザプ歩いてる

之もアキラメ組だ、片や肥満片やそ ちくの禿頭対照面白

し仲よくボヤイテ御座る、日〈精進の惑いのは設やlllt か

が昨夜外出したやろ傍ばっか・・・・果して不部の者ありや

会 務 ( 9月分〉

兵 庫 支 郎 1 日午後支部会線室で簡易溺火構造施工法

につき諮習会開催、講師兵窓際建築部影山・援師、神戸大

学伸博士、兵庫線住宅建設K K設繁専務等、来聴者100

余名2月22日、27日午後より同所で 12己午後く建築と社

会〉兵庫特集号編集委員会開催、古塚委員長タi各委員

及び本部大和理事出席協議。

観集委員会 2 日午前中朝日ピルにて白石、岡田、痢口

委員3氏出席10月割付務機決定。 27同懇談会午後4時牟

朝日ピルにて小川、小林両副委員長外 7 名出局、今後の

編集方針及び内容向上外各般につき協議訟討各委員打

解けて懇談、 30日午後3時小)11副委員長外4名出席11月

号原稿被討。

技術者制度委員会 仁士逮) 2 日午後初日ピルで尾崎委

員外 4 名出席、委員吏正及ぴ今後の準行方針等につき

協器製。

大阪商工会議所議員候補推薦 5 8正午同会設所に於いて

建設工業部会開催、本会より大和物語先理事出席今次の

改選に当り当部会よりの推薦4蜘 1につき協議の結果、

松村雄吉、市村三郎両氏を推すことに申合わせた。

災害委員会 6 8卒後朝日ピルで開催、池問委員長外出

席、今次 ジエ- : / 台風災害につきi協諮の結果至念資材

流集詑録作成することと ｌ 夫 Ｎｉ＼ｾ 色紗方針を定めたが克

なしゃと思ち内に灯籍堂に競〈、貧者のー灯賞者の万t J '

lま薄閣の中に点々するを奔す、やがて御廟に詣で国宝ー

切経臓の前に集会す、三間凶蘭宝形治、陸長凶年石田三

氏悲母苔提のため建立、税鮮征伐の時持帰った高麗版一

切経 6，500 径を納め文珠箸蔭を百[ l ，; : ，、とおり( 共他略〉

之を以て見学を終り宿幼に引揚げる、帰り見れば廊下、

検、ラ γ カゾ断きらはずズボゾ、シヤア靴下等品評会宜

致〈時ならぬ殺風長を墨す、一同二時中食を執り衣類の

手入れや土産動を謹へ栗林郁j支都長一泊土日の見学を終

之、旨挟拶あり一向E射して三時~五時迄} こ晴れ間を縫ちて

下山帰途についた。

に高野には再三参奔、文献 も沢山あ るが今回の様} こ平素

凡ない所を地元¢会員に特別の計ひで案内専門的設明さ

れた事l- i 悦び} 乙耐えない、未知¢方の参場にもと敢て紙

記した次第、恨らくは本部や京阪よりの診加極診て少か

った事である〉

終りにご日間懇切な東道と説明役の辻本氏特に列席秘

話の滝沢先生、至る所記念撮膨寄婚された松山氏、特に仮

1 i : を受けた高野観光協会石井局長の各氏に御厚志と御協

力に深〈謝意を表す之、と共に極度に頁数制阪されたので

す・ベて詳記出来なかった事を御詫び申上げる。

く25. 8. 10薮本幹事記〉

に29日2時から再開、資料持寄り編集方を協議した。

理 事 会 7日午後朝日ピルで定例開催 会長外 8 名出

席事務所借室糾値上げに闘する措置、災害委員会風水

害記録会樹易戦承認、職員辞職願出承認、会員詮衡等

外諸報告を了した。

向12日及び28日臨時理事会開催、借室料問題を制した

結果、管工、電気部門に当分援助を乞うこととその方

法等を申合わせた。

都市不燃化促進連合会 9 日11時大阪市建築局長室で開

催、井上会長外10余名出席、第 2 回促進建綴案鍛討そ

の他を強した。

大獄副会長、鴻池理事歓在会 今次波米されるj j ! j ! 氏主主治

会を18日午後 51母方、ら建設会館に於いて理事会、m陽

会有志で開催。

学校建築講習会 日本建築半主主催、本会後復ーによるコ

ゾF リート法学校建築講習会は 26. 27 両日商大諮堂で

開催、聡識者約300名盛会終了。

風水害対策講演会 学会、協会、土木学会共催大毎後援

で30日大毎議堂に於いて開催、奴静雄、石原藤次郎両博

士講師として今次風水害によ z、対策につき諮滅、部堂

前員盛会終了。

佐竹、 it 橋両理事病気見舞予て長期引龍御静養中の佐

竹fl リ翁、高橋箆夫両氏邸に理事会を代表して互理事、

大和信窃辺事が夫々参堂九鉾rt
J 上げた。

51 



言卜

正会員整主主豆塁

E 員薮中幸彦君事本年九月二十二日念逝さ

れ誠に痛恨の極みである、君は昭和廿年稲井

工業専門学建築科を卒へ大原市立工芸高等学

校I ' C 教鞭を執らる、受性温厚巌粛の一面又情

義に厚く意志E朝司 J詩学の念に燃え子弟の教へ

に藍夜泣く雀7乏熱心で校長以下の信頼深く殊

に生徒の親しみ慕ふ事親のま口しと聞く。誠に

前途有望の仁であった。

本会には廿一年入会災害委員として聾され

ていたが術将来君に期待ナる処が多かったの

に年齢僅かに26才を以て夫逝されたのは惜み

ても余 b ある事である。互互に謹而哀悼の意を

表し、網i努; 帽をお inlfb 申上げる。

正員旦. s: . . . . 旦塁: 1m重量三重医旦主皇室

以上三氏は既に故人となられている由今頃

名簿作成后、夫々通知に接し誠に痛情感慨無

; 監である、田中氏は本会が法人に主主る迄の理

事として叉、加藤、原因両氏ぽ各会合によく

列せられ何かと協力された方である、遅れ主主

がら御生前の事追想して謹而弔意古と捧げる次

第である。

会員 高 津 鮭 太 郎 君 松 本 喜 三 郎 君

大 岡 喜 浩 君 上 回 善 三 郎 君

長谷川吉成君

以上の五氏ぽ既に他界の由此程遺族の方よ

b 御知らせがあった、謹而哀悼の意を表ナる。

置園田圃E圃E - 盟国園田F

大阪商工会議所議員

当 選 の 件

今次改選の上記議員として建設工業部会から立

候補された本会々員下記二君はめで度〈当選され

ました、迩にお慶び申上げるーと共に盆々斯界のた

め御活躍あらん事を斬る。

市 村 三 郎 君 松 村 雄 吉 君

昭和廿五年十月三十 日

祉 団 法 人 日 本 建 築 協 会

「地震と其対策の常識」パンフレツト発行予告

十月号エ b 蓮載の; 地震常識は( 十二月号完結)

多大の好評を得卑行本の申込があるので近日雑誌

と同じ型で凡35頁一部約￥50、で分布する 、御覧

の様に内容卒易で学校、職場、各組 合、各会等何

れの方面にも愛読される事と思はれる 、又各家庭

にも常識として是非一本を備へる僚値もあると信

じられるので広く関係の上一部でも予約申込ある

様各位の御協力をお願申上げ?る。

建材審査の申込に就て

昨年来設置の建材審査委員会に新旧費材の審奈

申込みある検会員各位の絶大主主各1I支援と御協力を

お願いナる。

日本学術会議会員候補者推蔦 の件

* る 12月行われる第; 2一回学術会員選挙に際し下記の通 b 両君を推薦しております。

建築界の全幅的主主街l支援によ b 当選を期していまナ。特に会員各位の御協力街! 援助賜らん事を切にお願

ひ致します。

( 会箇区〉

吉 田 享 ニ 君 早大教授工博 日本建築学会会長・中央建築士審議会会長

坂 静雄君 京大教授工筒 元日本建築協会副会長 ・元日本建築学会副会長

祉団法人
日 本 建 築 協 会
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